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ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みください。
また、本文中に記載されている注意事項をよく読み、理解した上でご使用ください。

● この製品は定期的な保守点検を必ず行ってください。
注意
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はじめに

このたびは、弊社のＰ型１級火災受信機、Ｐ型１級複合火災受信機、ＧＰ型１級火災受信機、またはＧＰ型１
級複合火災受信機をご採用いただき、まことにありがとうございます。この商品は消防法の規格に基づ
く各種の試験に合格した国家検定品です。
火災時またはガスもれ時に備え、正しくお使い頂くためにこの説明書をよくお読みください。

本書の読み方

ここでは本書の使い方や、本書で使用する警告やマークの意味などについて説明しています。

本書の構成と使い方
本書は、Ｐ型１級火災受信機、Ｐ型１級複合火災受信機、ＧＰ型１級火災受信機、およびＧＰ型１級複合火災
受信機の操作について対象者別に分けて説明しています。必要な箇所をお読みください。

● 運用管理編
火災受信機の監視を行う方が対象です。監視時の注意事項や、火災時やガスもれ時の処置などについ
て説明しています。

● 保守点検編
火災受信機の保守点検を行う方が対象です。火災受信機の点検方法などについて説明しています。

● 付録
火災受信機の設定や操作についての補足事項を説明しています。

警告表示について
警告表示は、警告文と警告レベルを表す記号の組合せで表示されます。

■ 警告文

危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをした場合に生じるおそれがある
内容を、「危険」、「警告」、「注意」、の3つに区分しています。

危険 取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うか、防災機能に致命的な悪影響を	
及ぼすおそれがあることを示しています。

警告 取り扱いを誤った場合、使用者が重傷や傷害を負うか、防災機能の一部に重大な悪影響を	
及ぼすおそれがあることを示しています。

注意
取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うか、防災機能に悪影響を及ぼすおそれがあること
を示しています。また、防災機能を長期にわたって有効に活用する上で、ぜひ守ってほしい事項
について示しています。
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はじめに

■ 記号

爆発するおそれがあることを示しています。

危険・警告・注意を促す内容があることを示しています。

禁止内容を示しています。

行為を強制したり、指示したりする内容を示しています。

本文中のマークについて
本文中のマークについて以下に説明します。

操作 操作箇所を示しています。

火災受信機をお使いになる上で、知っておきたいことを示しています。

Caution
火災受信機をお使いになる上で、注意していただきたいことを示しています。

火災受信機で点滅する箇所を示しています。
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はじめに

本文中の表記について
本書では、以下のように関連機器、関係者、マニュアルを表記しています。

関連機器、関係者、マニュアル 表記
P型1級（自動試験機能付）火災受信機／複合火災受信機FAPJ/FCSJ106S
シリーズ、GP型1級（自動試験機能付）ガスもれ火災受信機／ガスもれ複合火
災受信機FAPGJ/FCSGJ106Sシリーズ

本機

本機に接続される設備（火災感知器、ガスもれ検知器、発信機、表示灯、地区音
響装置、表示機、防排煙設備、消火設備、非常放送設備など） 付属設備

試験機能付感知器 P-AT感知器、進PⅣ感知器
自動火災報知設備を保守点検、修理する会社 保守点検契約先
甲種四類消防設備士、乙種四類消防設備士、第二種消防設備点検資格者 有資格者
『P型1級火災受信機／複合火災受信機FAPJ/FCSJ106N/S、GP型1級ガ
スもれ火災受信機／ガスもれ複合火災受信機FAPGJ/FCSGJ106N/S、連
動操作盤SAPJ006、G型ガスもれ受信機AAPJ006　データベース設定説
明書』（TN52079）

『データベース設定説明書』

『火災受信機／複合火災受信機FAPJ/FCSJ106Sシリーズ、ガスもれ火災受
信機／ガスもれ複合火災受信機FAPGJ/FCSGJ106Sシリーズ　施工説明
書』（TN52074）

『施工説明書』

『火災受信機／複合火災受信機かんたんガイド（FAPJ/FCSJ106N/Sシ
リーズ）』（TN52075）
『ガスもれ火災受信機／ガスもれ複合火災受信機かんたんガイド（FAPGJ/
FCSGJ106N/Sシリーズ）』（TN52078）

『かんたんガイド』

本文中の機能名について
本書では、以下のように機能名を表記しています。

機能名 説明
音響停止 ［この機器の音を止める］スイッチ操作で、本機からの音響を一時停止する機能

地区音響停止 ［館内のベル音を止める］スイッチ操作で、本機に接続された館内のベル（地区ベル）
などを、一時停止する機能

保守音響停止 保守点検を行うときに、本機の音響を連続停止する機能
保守異常音響停止 保守点検を行うときに、本機の異常音響を連続停止する機能

保守地区音響停止 保守点検を行うときに、本機に接続された館内のベル（地区ベル）などを連続停止	
する機能
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ここに示した注意事項は、製品を安全にお使いいただき、お客様や他の人々への危害や損害を未然に
防止するためのものです。
ご使用になる前に、「安全上のご注意」をよくお読みの上、本機を正しくお使いください。

火災またはガスもれが発生したら

 危険

強制・指示

ガスもれ検知器が作動したら、火を消してガスの元栓を閉めて自然換気をしてください。
・	ガス管損傷などによるガスもれの場合には、ガス会社に連絡してください。
・	火気や静電気を発生する物を近づけたり、換気扇など電気機器のスイッチをON/OFFしたり

すると、爆発の危険があります。自然換気をしてください。

 危険

強制・指示

火災時やガスもれ時にLCD画面に表示される行動ガイドは、一般的な対応内容を示しています。
・	建物ごとに管理・運用基準が定められている場合は、その基準を優先して行動してください。

 警告

禁止

通常は保守音響停止、保守異常音響停止、保守地区音響停止にしないでください。
・	火災時またはガスもれ時および異常時に警報音が出ないため、避難・消火活動および異常の

発見が遅れるおそれがあります。

火災時やガスもれ時に保守音響停止、保守地区音響停止にしないでください。
・	警報音が出ないため、避難・消火活動が遅れるおそれがあります。

 注意

禁止

火災鎮火前またはガスもれ対処前に機器の復旧操作をしないでください。
・	火災またはガスもれ状況の把握が困難になります。また、あわてて復旧操作をすると、現場調

査に支障をきたすおそれがあります。

安全上のご注意
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安全上のご注意

万一、異常が発生したら

 警告

強制・指示

機器が故障したときは、すみやかに保守点検契約先に連絡してください。
・	故障を放置すると正常に機能しません。

禁止

有資格者以外は本機内部に手を触れないでください。
・	感電・故障のおそれがあります。

 注意

強制・指示

非火災報が出た場合はその原因を確認してください。
・	原因が不明の場合は保守点検契約先に点検を依頼してください。また、非火災報が出た場合

に、電源を切ったり、音響停止スイッチを停止状態にしたままにすると、火災時に正常に動作 
せず被害を防止できなくなります。

本機や付属設備の設置、取り扱いについて

 警告

禁止

通常は音響、地区音響（地区ベル）を停止しないでください。
・	火災時またはガスもれ時に警報音が出ないため、避難・消火活動が遅れるおそれがあります。

防火扉、防火シャッターなどの近くに物を置かないでください。
・	火災時またはガスもれ時に所定の機能を発揮できず、被害が拡大するおそれがあります。

強制・指示

防排煙設備や関連設備の作動信号は、関連する装置や制御盤などから受信した作動信号です。
実際に作動しているかは、各装置や制御盤および現地で確認してください。
・	所定の機能を発揮していないと被害が拡大するおそれがあります。

 注意

強制・指示

「スイッチ注意」灯が消灯していることを確認してください。
・	「スイッチ注意」灯が点滅している場合、いずれかのスイッチ灯が点灯しています。点灯して

いるスイッチを確認し、スイッチを押して消灯させてください。スイッチを元に戻さない場合、 
緊急時に正常に機能しません。
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安全上のご注意

禁止

本機や発信機のまわりに物を置かないでください。
・	緊急時の操作に支障をきたします。

感知器の周囲で多量の煙、蒸気または高熱を発する物を使用しないでください。
・	非火災報（調理、たばこなどによる煙や熱により、火災でない場合でも煙濃度や温度が感知器

の感知レベルに達した場合に作動すること）の原因となります。

感知器に物をぶつけたり、取り外したりしないでください。
・	非火災報や失報（感知器の設置箇所が不適切であったり、感知器の故障などが原因で、火災

を有効に感知しないこと）の原因となります。

ガスもれ検知器の下で多量のガスを発する物を使用しないでください。
・	誤報（殺虫スプレーなどによるガスにより、ガスもれでない場合でもガス濃度がガスもれ検知

器の検知レベルに達した場合に作動すること）の原因となります。

ガスもれ検知器に物をぶつけたり、取りはずしたりしないでください。
・	失報（ガスもれ検知器の設置箇所が不適切であったり、ガスもれ検知器の故障などが原因で、

ガスもれを有効に検知しないこと）の原因となります。

強制・指示

機器は必ず手もしくはそれに相当するもので操作してください。
・	手もしくはそれに相当するもの以外では確実な操作ができず、機器を破壊するおそれがあります。

各機器の正しい取り扱いを理解し、緊急時の使用に備えてください。
・	緊急時の対応が容易になります。

本防災システムは法の定めるところに従って、必ず定期点検を実施してください。
・	この定期点検を怠ると火災時に正常に機能しないおそれがあり、その責任を問われることが

あります。

予備電源について

 警告

強制・指示

予備電源が接続されているか確認してください。
・	接続されていない場合、停電時に機能しません。

禁止

予備電源の接続は、+／－を絶対に間違わないようにしてください。
・	間違えた場合、予備電源を発熱・破裂させる原因になります。

 注意

強制・指示

予備電源を取り付けるときなど、電極をショートさせないよう注意してください。
・	火傷のおそれがあります。
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保守点検について

ここでは、保守点検のきまりや、本機で免除される試験および保守点検者の資格について説明しています。

定期点検のきまり
自動火災報知設備は、非常時に正しく動作させるために、定期的な保守点検が必要です。
消防法では、防火対象物の関係者（建物の所有者、管理者または占有者）に対して、定期的な保守点検
の実施およびその結果を報告するように定めています。

 警告

強制・指示

連動している設備の内容を十分に確認して操作してください。
・	不用意な操作は機器類に損害を与え、人に危害を与えるおそれがあります。

禁　止

有資格者以外の人は、本機や付属設備などの分解や修理をしないでください。
・	故障の原因になります。

 注意

強制・指示

定期交換が必要な部品は、指定期間で交換してください。
・	指定期間で交換しない場合、正常に機能しなくなります。

なお、消防法によって定められている自動火災報知設備の定期点検と報告の概要を以下に示します。

■ 定期点検について
定期点検の種類 定期点検の期間
機器点検 6か月
総合点検 1年

保守点検の結果は、維持台帳に記録して保管し、期間ごとに所轄の消防署に報告しなければ
なりません。期間については、下記の『■結果報告』を参照してください。

■ 一部の試験免除
自動試験機能付で構成されるシステム部分については、機器点検および総合点検のうち、感知器の 
加煙試験、および加熱試験など、本機の火災表示試験などが免除されます。

■ 結果報告
防火対象物の種類 報告期間
特定防火対象物 1年に1回

特定防火対象物以外のもの 3年に1回

Caution
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保守点検について

■ 自動試験結果について
自動試験結果は、履歴リストに記憶されます。履歴リストの管理については、『3.履歴リストについて』
(p.93)を参照してください。

保守点検する会社について
自動火災報知設備の保守点検には、専門的な知識と技術を必要とするために、消防法では資格制度を
設けて、点検有資格者を定めています。保守点検契約先と契約を結び、有資格者（甲種四類消防設備士、
乙種四類消防設備士、第二種消防設備点検資格者）による保守点検を実施してください。
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音響の種類

本機の火災や異常などを知らせる音響は、警報の種類をわかりやすくするために電子音に音声を加え
たものになっています。音響が鳴ったときは、どのような状態にあるかを確認してください。

音響（電子音／音声） 音響名 状態
ピー／火災発生、現場を確認してください 火災音響 火災時
ピッピッピッピッピッピッピッピッ／ガスもれ
発生、現場を確認してください※1 ガスもれ音響 ガスもれ時

ピンポーン 蓄積音響／遅延音響※1 蓄積時／遅延時※1

ブー ブー／異常が発生しました 異常音響 異常時
ブー／端末装置が作動しました、
現場を確認してください 端末作動音響 端末作動時

ブー／連動用感知器が発報しました、	
現場を確認してください※2 連動用感知器作動音響 連動用感知器作動時

ブッ（10秒に1回） 予備電源作動音響 予備電源作動時
ブッ（約１分に1回） 保守地区音響停止音響 保守地区音響停止時

プルルル／電話です 電話呼び出し音響
電話呼び出し時

（発信機や表示機から本機を
呼び出す場合）

※1︰ガスもれ機能付の場合のみ。
※2︰複合火災受信機の場合のみ。

また、本機以外で以下のような音響があります。
● 地区音響（地区ベル）
火災時に地区音響装置が鳴らす音響。
● 表示機の音響
警報発生時に表示機が鳴らす音響。音響を停止するまで「ピー」などの音が鳴り続けます。

本機のデータベース設定により、音響が以下のように設定されている場合があります。

・音声なしの警報音

・端末作動時に端末作動音響が鳴らない（回線による）

・蓄積音響が鳴らない（回線による）

・遅延音響が鳴らない（回線による）
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点滅周期について

ここでは、本機の各部のLEDの点滅周期について示します。

点滅周期
各点滅のイメージ図を以下に示します。

● 1秒間に1回点滅

点灯 消灯 点灯 点灯消灯

1秒
0.5秒 0.5秒0.5秒 0.5秒

1秒

● 1秒間に2回点滅

点灯 点灯消灯 消灯

1秒

0.1秒 0.1秒 0.1秒 0.7秒

点灯 点灯 点灯消灯 消灯

1秒

0.1秒 0.1秒 0.1秒 0.7秒

● 2秒間に5回点滅（高速点滅）

点灯 消灯

1秒

0.2秒 0.2秒

点灯 消灯

0.2秒 0.2秒

点灯

0.2秒

消灯 点灯

1秒

0.2秒 0.2秒

消灯 点灯 点灯

0.2秒 0.2秒

消灯

0.2秒

地区灯
防排煙設備の地区灯（複合火災受信機の場合のみ）

〈連動起動の場合〉
連動用感知器の作動時 1秒間に2回点滅
防排煙設備の起動制御時 2秒間に5回点滅（高速点滅）

防排煙設備の作動信号の受信時 点灯

〈防排煙起動スイッチ操作による起動の場合〉
防排煙設備の起動制御時 2秒間に5回点滅（高速点滅）

防排煙設備の作動信号の受信時 点灯

防排煙設備の復帰出力時には、地区灯は点滅しません。

復帰出力後、「復旧」スイッチを押さないで別の回線を復帰させると、すでに復帰出力中の回
線番号がLCD画面に高速点滅で表示されます。
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点滅周期について

補助灯
● 「異常」灯

異常時 2秒間に5回点滅（高速点滅）

● 「電話」灯
発信機または表示機からの	

電話呼び出し中 2秒間に5回点滅（高速点滅）

受信機の電話ジャックに	
電話プラグを差し込み時 1秒間に1回点滅

● 「蓄積中」灯
感知器の作動から約１０秒間 点灯
点滅開始から最大約50秒間 1秒間に1回点滅

スイッチ灯
● 「この機器の音を止める」スイッチ灯

音響鳴動時 2秒間に5回点滅（高速点滅）

● 「この機器の音を止める／連続停止」灯
保守音響停止中 1秒間に1回点滅

● 「館内のベル音を止める／連続停止」灯
保守地区音響停止中 1秒間に1回点滅
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「寿命部品」の定期交換について

ここでは、寿命部品の定期交換について説明しています。
「寿命部品」定期交換のお願い
本システムを適正に維持するためには、法で定める定期点検とともに、寿命部品の定期交換が必要です。
本システムに使用している電気部品は、設置後の時間経過とともに劣化・磨耗していきます。
システムを更新するまで本機を適正に維持管理するためには、故障が発生した時点ではなく、予防保全
の観点から定期的に寿命部品の交換（有償）をしていただきますようお願い申し上げます。

 注意

強制・指示

・	定期交換推奨年数はこの間の電気部品および本システムの機能・性能を保証するものでは
ありません。

・	定期交換推奨年数は取扱説明書どおりに使用し、良好な環境で使用した場合の推奨値です。

・	寿命部品以外の電気部品についても、経過年数変化により劣化・故障は発生します。

・	寿命部品の交換を行う場合は、仕様や取り付け方法、設定方法に指定があります。
保守点検契約先にご用命ください。

・	寿命部品のモデルチェンジや生産中止によっては、代替品を用いることがあります。
代替品の互換性によっては、対応するための加工などが必要になることがあります。

・	設置後年数が経つと、部品の生産中止が多くなり、寿命部品を含めた電気・電子部品の供給
ができなくなることがあります。
この場合には、システムの更新（リニューアル）が必要となります。

寿命部品および定期交換推奨年数
寿命部品および定期交換推奨年数を以下に示します。

部品名 定期交換推奨年数
蓄電池（予備電源）

5年
プリンタ※1

※1︰プリンタ付の場合
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運用管理編

目次
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11	 訓練モード	 52



17

ここでは、運用管理時に使用する本機各部の名称と機能について説明します。

本体（全体図）の名称と機能（スイッチカバーを開けた状態）

　　　　： ガスもれ機能付の場合のみ存在します。
　　　　： 複複合火災受信機の場合のみ存在します。

検知器用電源

1. 地区灯

2. 地区窓

３. 補助灯
7. 主な表示・操作部

8. スイッチ操作部

9. スイッチカバー

10. ガスもれ検知器用
　　電源操作部

５. 電話ジャック

6. プリンタ

４. 音響孔

1	 各部の名称と機能

1 地区灯（赤）
火災時、ガスもれ時、防排煙設備作動時に点
灯して火災、ガスもれ、作動地区を知らせます。
また、火災回線の断線時、ガスもれ回線の断
線時には、点滅して異常な地区を知らせます。
防排煙回線の起動中は点滅して地区を知ら
せます。
なお、ガスもれ回線はガスもれ機能付の場合
のみ、防排煙回線は複合火災受信機にのみ
存在します。

2 地区窓
地区名称が入っています。火災回線は白色
窓、防排煙回線は黄色窓、ガスもれ回線は橙
色窓、諸警報回線は黄色窓または緑色窓な
どで表示されます。

3 補助灯
「スイッチ注意」灯、「電話」灯などの代表表示
灯と諸表示灯がある部分です。

4 音響孔
本機の音響が鳴ります。
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 1 	 各部の名称と機能

5 電話ジャック
発信機や表示機と電話連絡するときに、電話
プラグを差し込んで使用します。

6 プリンタ（プリンタ付の場合のみ）
火災、ガスもれ、付属設備の状態、本機の操作、 
試験結果などを印字します。

7 主な表示・操作部
警報時などに使用する主なスイッチや表示
灯がある部分です。

8 スイッチ操作部
本機や付属設備などを制御するときの 
スイッチがある部分です。

9 スイッチカバー
スイッチの誤操作などを防ぐ為のカバーです。

10 ガスもれ検知器用電源操作部（ガスもれ機能
付の場合のみ）
ガスもれ検知器用電源の表示灯と試験スイッ
チがある部分です。
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 1 	 各部の名称と機能

補助灯の名称と機能

9. 諸表示灯1～5（赤）

11. LCD画面

7. 「消火栓」灯（赤）

8. 「連動用感知器」灯（赤）

1. 「交流電源」灯（青緑）

2. 「スイッチ注意」灯（赤）

5. 「異常」灯（黄）

3. 「非常放送」灯（赤）

6. 「操作無効」灯（赤）

4. 「電話」灯（赤）

10. 「火災」灯（赤）

12. 「ガスもれ」灯（黄）

13. 「蓄積中」灯（赤）

15. 「遅延中」灯（赤）

14. 「発信機」灯（青）

1「交流電源」灯（青緑）
本機の交流電源が動作中に点灯し、予備電源
が動作中（停電中）に点滅します。

2「スイッチ注意」灯（赤）
本機のいずれかのスイッチが操作されてい
ると点滅します。

3「非常放送」灯（赤）
非常放送中に点灯します。
点灯時は地区音響（地区ベル）が停止します。

4「電話」灯（赤）
発信機、表示機から本機へ電話呼び出し中 
または、平常時に本機に受話プラグを差し込
むと点滅します。
通話中は点灯します。

5「異常」灯（黄）
異常時に点灯または点滅します。

6「操作無効」灯（赤）
本機の操作無効機能を設定すると点滅します。

7「消火栓」灯（赤）
消火栓始動器からの信号を受けると点滅 
します。

8「連動用感知器」灯（赤）（複合火災受信機の
場合のみ）
連動用感知器の作動中に点灯します。

9 諸表示灯1～5（赤）
諸表示回路に接続されている機器が作動 
すると点灯します。

10「火災」灯（赤）
火災時に点滅します。

11LCD画面
火災時、ガスもれ時、または異常時に回線やア
ドレス、オプションメッセージ、発生イベントを
表示します。

12「ガスもれ」灯（黄）（ガスもれ機能付の場合
のみ）
ガスもれ時に点滅します。

13「蓄積中」灯（赤）
第1報目の火災信号を受信し、蓄積機能作動
中に点灯または点滅します。

14「発信機」灯（青）
発信機のボタンが押されると点灯します。

15「遅延中」灯（赤）（ガスもれ機能付の場合の
み）
ガスもれ信号を受信し、ガスもれ遅延機能作
動中に点灯します。
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 1 	 各部の名称と機能

スイッチ操作部の名称と機能

1「ガイド」スイッチ
「ガイド」スイッチ灯（赤）の点滅時に、発生イ
ベントの対応方法などが確認できます。

2「館内のベル音を止める」スイッチ※

地区音響（地区ベル）を停止するときに使用
します。

3「この機器の音を止める」スイッチ
火災音響、ガスもれ音響、異常音響、および
端末作動音響を停止するときに使用します。

4「復旧」スイッチ
本機を火災復旧するときや、防排煙設備の起
動または復帰操作をしたあとに使用します。
ガスもれ警報を保持する設定にしている場
合、ガスもれ復旧に使用します。

5「一括遮断」スイッチ※

防排煙設備の連動（複合火災受信機の場合 
のみ）、消火栓ポンプの始動、非常放送への
移報、火災代表の移報、およびオプション 
スイッチ（遮断）の遮断先への移報を一括で 
遮断するときに使用します。

6「メニュー(保守)」スイッチ
メニュー画面の表示、操作無効機能を設定 
するときに使用します。

7「戻る」スイッチ
画面をひとつ前に戻すときや、終了操作など
に使用します。

8「実行」スイッチ
各種メニュー操作の動作実行時などに使用
します。
操作が有効なときに、スイッチ灯が点滅します。

9「OP1～OP5」スイッチ※

オプション機能（遮断スイッチなど）として 
使用します。

10「設定/確認」スイッチ
選択項目を決定するときに使用します。
操作が有効なときに、スイッチ灯が点滅します。

11「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」スイッチ
項目選択や回線選択などに使用します。
火災などのイベント発生時は「◁（左）」 

「▷（右）」スイッチで後続送り操作が可能です。

4. 「復旧」

10. 「設定/ 確認」

8. 「実行」

5. 「一括遮断」

7. 「戻る」

1. 「ガイド」保守点検編に記載

3. 「この機器の音を止める」

6. 「メニュー(保守)」

12. 「防排煙起動/復帰」

11. 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」

13. 「地区音響一斉鳴動」

14. 「プリンタ停止」

9. 「OP1 ～ OP5」

2. 「館内のベル音を止める」

それぞれのスイッチ上部にある状態灯を「○○○○」スイッチ灯と呼びます（○○○○にはスイッチ名が
入ります）。

(p.55)
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 1 	 各部の名称と機能

12「防排煙起動/復帰」スイッチ（複合火災受信
機の場合のみ）※

防排煙設備（端末装置）を起動または復帰する
ときに使用します。

13「地区音響一斉鳴動」スイッチ※

火災時に地区音響（地区ベル）を全館に 
鳴らすときに使用します。

14「プリンタ停止」スイッチ(プリンタ付の場合
のみ）※

プリンタを停止するときに使用します。

※ 押してオン状態になると、「スイッチ注意」灯が点滅します。

スイッチカバーは、操作後必ず閉じてください。

引っかけてけがをしたり誤操作の原因となります。

スイッチ操作について

本機の操作スイッチはすべて押しボタンです。スイッチを押すと、スイッチ上部のスイッチ
灯が点灯します。また、スイッチの機能説明で、※が付いているスイッチを押した場合は、 

「スイッチ注意」灯が点滅します。ただし、スイッチを押している間だけ操作が有効になるもの
については、「スイッチ注意」灯は点滅しません。

スイッチ色について

主な用途を考慮し、音を止めるスイッチ（「この機器の音を止める」スイッチ、「館内のベル音
を止める」スイッチ）は赤色、「復旧」スイッチはオレンジ色、「ガイド」スイッチは青色、その他の 
スイッチは地色に応じて白色または灰色になっています。

注意

強制・指示

検知器用電源

スイッチカバー
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 1 	 各部の名称と機能

ガスもれ検知器用電源操作部の名称と機能  

検知器用電源
1. 「交流電源」灯（緑）

2. 「予備電源」灯（緑）

3. 「異常」灯（黄）

1「交流電源」灯（緑）
ガスもれ検知器用電源の交流電源が動作中
に点灯し、予備電源が動作中（停電中）に点滅
します。

2「予備電源」灯（緑）
予備電源で動作中（停電中）に点灯します。

3「異常」灯（黄）
ガスもれ検知器用電源の異常時に点灯し 
ます。



23

 1 	 各部の名称と機能

メニュー画面
「メニュー（保守）」スイッチを押すと、メニュー画面が開きます。
メニュー画面に表示される項目を以下に示します。

タイトル 時刻

メニュー項目

メニュー

2. ｽｲｯﾁ注意要因一覧
3. 訓練モード

1. 異常一覧 [00 件 ]

12:34

■ メニュー項目一覧
メニュー項⽬ 内容 参照

1.異常一覧 異常灯点滅の要因を確認できます。 p.49
2.スイッチ注意要因一覧 スイッチ注意灯点滅の要因を確認できます。 p.91
3.訓練モード 避難訓練の際に使用するモードです。 p.52
4.故障機器遮断 施工・点検専用の機能です。 p.59
5.日時設定 日時の設定が行えます。 p.92
6.履歴 操作履歴を確認・消去できます。 p.93

7.詳細メニュー Webページへの案内表示など、下表に示す詳細 
メニューを表示します。 下表

8.施工点検モード 施工・点検専用の機能です。 p.88

■ 詳細メニュー項目一覧
メニュー項⽬ 内容 参照

1.感知器接続台数確認
施工・点検専用の機能です。

p.116
2.感知器読み込み p.117
3.感知器トレンド確認 進PⅣ感知器のトレンド情報を確認できます。 p.118
4.感知器汚れ量確認

施工・点検専用の機能です。

p.119
5.メッセージ表示機遮断 p.124
6.DB設定確認 p.125
7.トレサビデータ取得 p.128

8.説明書（二次元コード） 製品情報が記載されたWebページへ案内する 
二次元コードを表示します。 p.134
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 1 	 各部の名称と機能

イベント発生画面
・	 イベント画面は表示優先順に[火災][ガスもれ][端末装置]の種別画面に分かれます。
・	 各種別画面ごとに最大25イベントまで表示可能です。
・	 [火災]画面は先頭（左）を1報目とし、後続イベントを右に追加します。
・	 [ガスもれ]画面は画面内で表示優先順に[ガスもれグループ][ガスもれ遅延グループ]に分かれてお

り、グループ内の表示は先頭(左)を1報目として後続イベントを右に追加します。
・	 [端末装置]画面は画面内で表示優先順に[作動グループ][起動制御グループ][連動用感知器グルー

プ]に分かれており、グループ内の表示は先頭(左)を1報目として後続イベントを右に追加します。
・	 [端末装置]画面において、同一回線で複数のイベントが発生した場合は、表示優先順位の高い 

グループのみに表示します。
　例）D11起動制御後にDA11作動信号を受信した場合、D11の表示はOFFにします。
・	 [端末装置]画面、[ガスもれ]画面の表示数は、各グループの合計（下図の端末装置︰b+c+d、ガス 

もれ︰e+f）で最大25イベントです。
・	「▷（右）」スイッチで後続イベント、「◁（左）」スイッチで先行イベントへ遷移します。
・	「△（上）」「▽（下）」スイッチで異なる種別画面へ遷移※1します。
※1︰各画面の1報目（先頭）へ遷移します。
  

火災画面

火災
1報目

火災
a報目

連動用感知器
発報
1報目

連動用感知器
発報
d報目

連動感知器グループ

端末装置画面

端末装置
作動
1報目

端末装置
作動
b報目

作動グループ

端末装置
起動制御
1報目

端末装置
起動制御
c報目

起動制御グループ

ガスもれ画面

ガスもれ
1報目

ガスもれ
e報目

ガスもれグループ

ガスもれ(遅延)
1報目

ガスもれ(遅延)
f報目

ガスもれ遅延グループ

・	進PⅣ感知器（連動用感知器を含む）が蓄積、発報した場合は、該当画面で「設定/確認」スイッチ
を押すとトレンドグラフに切り替えることができます。 

（「設定/確認」スイッチ、または「戻る」スイッチで元の画面に戻ります）。 
トレンドグラフの詳細は『8.トレンドグラフ』(p.122)を参照してください。

・	各画面において「ガイド」スイッチを押すとガイド画面に切り替わります。
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 1 	 各部の名称と機能

イベント画面の表示内容
① �種別画面（火災警報、端末装置、ガスもれ警 

報）を表示※1

② 同種別画面のイベント件数を表示※２

③ 種別名称、状態を表示（データベースによる）
④ 回線、アドレスを表示
⑤ �回線オプションメッセージ（データベースによる） 

P-ATオプションメッセージ（データベースによる）

※1︰複数種別画面がある場合は「△▽」マークが表示されるので、送り表示を行います。
※2︰同種別画面のイベントが複数件ある場合は「◁▷」マークが表示されるので、送り表示を行います。

火災警報① ②
③
④
⑤
L1回線
回線ｵﾌﾟｼｮﾝﾒｯｾｰｼﾞ

火災
01/10
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平常時

蓄積時

火災
鎮火時

火災信号を受信

蓄積中に再度火災信号を受信

火災が鎮火したら・・・

蓄積中に再度火災信号がない
。すまり戻に」態状視監「、合場

本機が正常な監視状態
にあるか確認します。

操作

本機の動作を確認
します。

操作

本機の表示で
火災/ガスもれ発生場所
を確認します。

操作

本機を正常な監視状態
に復旧します。

操作

火災時
火災警報状態

遅延時

ガスもれ
対処後

ガスもれ信号を受信

ガスもれ対処後は・・・

ガスもれ信号が途切れた場合、
「監視状態」に戻ります。

ガス
もれ時

ガスもれ警報状態

ガスもれ遅延時間が経過しても
ガスもれ信号の受信が継続

2	 運用の流れ

ここでは、本機の運用の流れについて図示します。

『7.ガスもれ信号を受信し
たら（ガスもれ機能付の場
合）』(p.42)

『8.ガスもれ警報を発したら（ガス
もれ機能付の場合）』(p.43)

その他、本機や付属設備に異常が発生した場合、本機は異常警報を発します。
詳細については、『10.異常警報を発したら』(p.48)を参照してください。

電源を入れた直後の本機の動作について� 	
「館内のベル音を止める」スイッチ、「一括遮断」スイッチが押された状態になり、各スイッチ灯
が点灯します。

自動試験、定期受信回路試験時の本機の動作について� 	
本機では、定期的に自動試験／定期受信回路試験が実施されます。試験の詳細や試験時の本
機の動作については、『4.自動の保守点検試験』(p.85)の各自動試験の動作およびPoint
内『定期受信回路試験について』(p.87)　を参照してください。�  
なお、自動試験、定期受信回路試験は、1週間に1回自動的に行われますが、開始する曜日、 
時間は任意に設定できます。変更したい場合は、保守点検契約先に問い合わせてください。

『5.火災警報を発したら』
(p.30)

『 6 .火災が鎮火したら』
(p.39)

『9.ガスもれの対処後は』
(p.47)

『平常時の監視状態』(p.27)

『4.火災信号を受信したら』
(p.29)
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3	 平常時の監視状態

本機が正常な監視状態にあるか、日頃から確認してください。

正常な監視状態にない場合は、火災時またはガスもれ時に正しく動作しません。

平常の監視時に、地区音響停止、保守音響停止、保守地区音響停止には絶対に設定しないでくだ
さい。

音響停止に設定すると、火災時またはガスもれ時に警報音が出ないため、避難・消火活動が遅れる
おそれがあります。

P-AT感知器の故障、脱落により無応答が発生している状態で電源の再投入を行うと、再起動後
は無応答を検出しません（オプションメッセージ設定を行っている場合は未接続状態となります）。	
この場合、正常な火災監視ができませんので注意してください。

受信機の電源投入後には、以下のことを必ず確認してください。

●	感知器の接続数。

	 確認方法については、『4.感知器の接続数を確認するには』(p.116)を参照してください。

●	火災試験などを実施して、設備図どおりに感知器のアドレスが認識されていること。

アドレスが重複していると、「感知器誤応答」異常が発生しますので注意してください。

正常な監視状態の確認
平常時は、本機が以下の状態であることを確認してください。
また、停電時に備えて、予備電源が接続されていることも確認してください。

「スイッチ注意」灯が消灯していることを確認してください。

「スイッチ注意」灯が点滅している場合、いずれかのスイッチ灯が点灯しています。点灯している 
スイッチを確認し、スイッチを押して消灯させてください。スイッチを元に戻さないと、緊急時に 
正常に機能しない場合があります。

警告

強制・指示

禁止

注意

強制・指示

「交流電源」灯が点灯しています。

注意

強制・指示



 3 	 平常時の監視状態

28

正常監視状態では、「ガイド」スイッチを押すと現在日時を表示します。

「4.故障機器遮断」がONになっている状態でもスイッチ注意灯が点滅します。故障機器遮断
については、『2.故障機器遮断』(p.59)を参照してください。

停電のときは
停電時は、電源が自動的に内蔵の予備電源に切り替わり、「交流電源」灯が点滅します。また、10秒に1回
の割合で予備電源作動音響が「ブッ」と鳴り、「この機器の音を止める」スイッチ灯が点滅します。

「この機器の音を止める」スイッチを押すことで、10秒に1回の予備電源作動音響が停止します。

「交流電源」灯が点滅します。 「この機器の音を止める」灯が点滅します。

なお、予備電源電圧は徐々に低下しますが、回路電圧の異常を検知する前に復電した場合は、正常な監視
状態に戻ります。

停電状態が続いた場合

予備電源電圧が約19V以下に低下すると、LCD画面の[異常一覧]に[回路電圧異常]と表示 
され、異常音響が鳴ります。その後、受信機の機能が停止します。�  
機能停止後に復電すると、「館内のベル音を止める」スイッチ、「一括遮断」スイッチが押された
状態になり、各スイッチ灯が点灯します。�  
警報が発生していないことを確認後、各スイッチを押して正常な監視状態（「交流電源」灯のみ
点灯）にしてください。

ガスもれ検知器用電源の場合

ガスもれ検知器用電源操作部の「交流電源」灯が消灯し、「予備電源」灯が点灯します。�  
なお、停電状態が続いた際、受信機の機能が停止する前にガスもれ検知器用電源の予備電源
が放電した場合には、LCD画面に「ガスもれ検知器異常」が表示され、異常音響が鳴ります。

Caution
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4	 火災信号を受信したら

感知器が作動し、本機が火災信号を受信した場合、蓄積機能が作動します。本機の動作を確認し、次の
動作を待ちます。

蓄積機能とは

調理、排気、たばこなど、一過性の熱や煙によって感知器が作動してしまうことによる非火災
報を防ぐ機能です。火災警報の信頼性を高めるために、感知器からの作動信号を受けてから 
一定時間内に再び作動信号を受信したときに火災警報を発します。�  
ただし、発信機ボタンが押された場合は、蓄積機能は作動せず、ただちに火災警報を発します。

蓄積機能作動中に本機は以下のように動作します。
「ピンポーン」と音響が鳴り、「蓄積中」灯が点灯し、
LCD画面に[蓄積]の文字と感知器が作動した 
回線を表示します※1※2。

「蓄積中」灯が約10秒間点灯の状態で、感知器が
自動的に復旧され、点滅に切り替わります。

「蓄積中」灯が点滅の状態で、再度火災信号が 
送られてくるのを約50秒間待機します。

※1︰P-AT感知器が作動した場合、回線とアドレスを表示します。
※2︰�オプションメッセージが設定されている場合、オプションメッセージが表示されます。

■ 火災の場合（蓄積中（「蓄積中」灯が点滅中）に再度、火災信号を受信した場合）
実火災と判断し、火災警報を発します。火災時の本機の動作および対処については、『5.火災警報を発
したら』(p.30)を参照してください。

■ 非火災の場合（蓄積中（「蓄積中」灯が点滅中）に再度、火災信号がなかった場合）
「蓄積中」灯が消灯し、監視状態に戻ります。平常時の監視状態については、『3.平常時の監視状態』
(p.27)を参照してください。
履歴を確認する場合は『3.履歴リストについて』(p.93)を参照してください。

・	蓄積機能が解除されている場合、蓄積機能は作動せず、火災信号を受信後、ただちに火災警報
を発します。

・	一度本機が火災警報を発すると、復旧するまでの間に受信した火災信号では、蓄積機能は作動
せず火災警報を発します。

  火災警報

L2回線

蓄積
01/01

点灯

点灯 点滅

約10秒後

点滅
約50秒間

Caution
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5	 火災警報を発したら

火災時は、火災音響と各階の地区音響（地区ベル）が鳴り、本機と付属設備（『付属設備の動作と操作』
(p.34)参照）は以下のように動作します。落ち着いて対処してください。

本機の動作と操作
ここでは、火災時の本機の動作と、それにともなう操作について説明しています。

※1︰P-AT感知器が作動した場合、回線とアドレスを表示します。

  火災警報

L1回線  ｱﾄﾞﾚｽ1
火災

01/01

	
※2︰オプションメッセージ設定がされている場合、オプションメッセージが表示されます。

  火災警報

L1回線  ｱﾄﾞﾚｽ1
ｵﾌﾟｼｮﾝﾒｯｾｰｼﾞ

火災
01/01

また、火災発生と同時に警備会社、エレベータなどの関連設備、および付属設備（表示機、非常放送、 
防排煙設備など）に火災信号が移報されます。

火災発生時は「ガイド」スイッチ灯が点滅し、「ガイド」スイッチを押すことで行動ガイドが表示
されます。

  火災警報

L1回線

火災
01/01

火災地区の地区灯が点灯します。

「火災」灯が点滅します。

現場で発信機ボタンが
押されたときに点灯します。

感知器が作動した回線を
表示します。※１ ※2

火災音響が鳴ります。
「ピー 火災発生、現場を確認して
ください。」

ピー

「ガイド」スイッチ灯が点滅します。

「この機器の音を止める」灯が
点滅します。
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感知器トレンドグラフを確認するには
進PⅣ感知器（光電式または定温式）が作動した場合、感知器トレンドグラフを表示できます。

１	 スイッチカバーを開けます。

２	 「設定/確認」灯が高速点滅しているので、
「設定/確認」スイッチを押します。

[火災トレンド]が確認できます。
火災トレンドついては、『■ ⽕災トレンド・
感知器トレンドグラフ』(p.122)を参照 
してください。

スイッチカバーは、操作後必ず閉じてください。

引っかけてけがをしたり、誤操作の原因となります。

スイッチカバー

操作

火災ﾄﾚﾝﾄﾞ 001-01
15
%/m

10
5
0
3 2 1 0分

点滅

注意

強制・指示
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火災時の行動
火災時の一般的な行動を以下に示します。

1	 本機の表示を見て、火災地区を確認します。
2	 火災発生場所の確認、初期消火、避難誘導、および消防署（119番）への通報などを行います。
火災警報が複数発生している場合
火災警報が複数発生している場合は、LCD画面右上の件数表示の左右に「◀」「▶」が表示されます。

1	 以下のスイッチを押して、発報した順に火災警報を確認できます（後続送り操作）。最大25イベントまで確認できます。

● 「▷（右）」スイッチ
現表示の次に発報した回線やアドレスが表示されます。
最終発報を表示した状態でスイッチを押すと、第1報表示状態に戻ります。

● 「◁（左）」スイッチ
現表示の前に発報した回線やアドレスが表示されます。
第1報を表示した状態でスイッチを押すと、最終発報の状態が表示されます。

非火災報だったときは

現場を十分に確認した上で、本機を復旧して平常の監視状態に戻してください。復旧操作に
ついては、『6.火災が鎮火したら』(p.39)を参照してください。

火災音響鳴動中の電話呼び出しについて

火災時は、常に火災音響が優先されます。そのため発信機、表示機からの電話呼び出し音響
は鳴らず、「電話」灯の点滅だけになります。

操作

Caution
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火災音響、地区音響（地区ベル）を停止するには
状況によって火災音響や地区音響（地区ベル）を停止しなければならない場合は、以下の操作で停止 
できます。

火災時に保守音響停止、保守地区音響停止にしないでください。

警報音が出なくなるため、避難・消火活動が遅れるおそれがあります。

火災音響を停止するには

1	 「この機器の音を止める」スイッチを押します。

火災音響が停止し、点滅していた「この機器
の音を止める」スイッチ灯が消灯します。

地区音響（地区ベル）を停止するには

1	 「館内のベル音を止める」スイッチを押します。

地区音響（地区ベル）がすべて停止します。
「館内のベル音を止める」スイッチ灯が点灯
し、「スイッチ注意」灯が点滅します。

・	一度火災音響を停止しても、他の回線から火災警報があると、再度火災音響が鳴ります。

・	一度地区音響を停止しても、一定時間経過したり、他の回線から火災警報があると、再度地区音
響が鳴ります。

強制・指示

警告

点滅→消灯
操作

消灯→点灯

操作
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地区音響（地区ベル）の逐次鳴動と拡大警報※1について

火災発生時に地区音響（地区ベル）停止を自動的に解除する時間を逐次鳴動時間、全館一斉
鳴動に移行する時間を拡大警報時間といいます。

なお、逐次鳴動時間は「2、3、4、5、6、7、8」分、拡大警報時間は「なし、4、5、6、7、8、9、10」分
のいずれかにデータベースで設定されています。以下は、逐次鳴動時間が3分、拡大警報時間
が4分に設定されている場合（初期状態）の動作です。

●	� 地区音響（地区ベル）を停止しても、約3分（逐次鳴動時間）経過すると再度地区音響（地区
ベル）が鳴ります。

●	� あらかじめ地区音響（地区ベル）を停止しておいても、火災発生後、約3分（逐次鳴動時間）
経過すると地区音響（地区ベル）が鳴動します。

●	� 一度地区音響（地区ベル）を停止しても、2地区以上で火災が発生した場合、または発信
機ボタンが押された場合は、地区音響（地区ベル）停止を解除して全館一斉（拡大）鳴動に 
移行します。

●	� 火災発生後、約4分（拡大警報時間）経過すると地区音響（地区ベル）は全館一斉（拡大）鳴
動に移行します。なお、地区音響（地区ベル）停止中に約4分（拡大警報時間）経過した場合
は、逐次鳴動時間が経過したあとで全館一斉（拡大）鳴動に移行します。

●	全館一斉鳴動に移行すると、「地区音響一斉鳴動」スイッチ灯が点灯します。

※１︰拡大警報は区分鳴動方式の場合です。

付属設備の動作と操作
ここでは、火災時の付属設備の動作と、それにともなう操作について説明しています。接続されている
付属設備をあらかじめ確認しておいてください。

付属設備 内容 ページ

地区音響装置
〈地区音響（地区ベル）が鳴る範囲〉 p.35
〈火災時にすべての階の地区音響（地区ベル）を
鳴らすには（区分鳴動方式の場合）〉 p.35

防排煙設備（複合火災受信機の場合のみ） 〈防排煙設備を防排煙起動スイッチ操作で起動
するには〉 p.36

消火栓ポンプ制御機器 〈消火栓ポンプの始動〉 p.37
消火装置、その他の設備 〈端末作動音響を停止するには〉 p.37

表示機
〈表示機の音響を停止するには〉 p.38
〈表示機から本機を電話呼び出しするには〉 p.38

非常放送設備
〈非常放送設備への連動移報〉 p.38
〈非常放送灯について〉 p.38
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地区音響装置

〈地区音響（地区ベル）が鳴る範囲〉
地区音響区分鳴動方式で、地上階で出火した場合は、出火階とその直上階で地区音響（地区ベル）が 
鳴り、地下階の出火時は、地下全域および1階の地区音響（地区ベル）が鳴ります。

・	地区音響（地区ベル）が鳴る範囲は、本機のデータベースで設定されます。

・	区分鳴動方式でない場合は全館一斉鳴動となります。

〈火災時にすべての階の地区音響（地区ベル）を鳴らすには（区分鳴動方式の場合）〉

1	 「地区音響一斉鳴動」スイッチを押します。すべての階の地区音響（地区ベル）が鳴り
ます。

「地区音響一斉鳴動」スイッチ灯が点灯し、
「スイッチ注意」灯が点滅します。

以下の要因で全館一斉（拡大）鳴動に移行した場合、「地区音響一斉鳴動」スイッチ灯は点灯
したままで、「スイッチ注意」灯が消灯します。

●	拡大警報時間が経過した場合

●	2地区以上で火災が発生した場合

●	発信機ボタンが押された場合

防排煙設備（複合火災受信機の場合のみ）

防火扉、防火シャッターなどの近くに物を置かないでください。

火災時に所定の機能を発揮できず、被害が拡大するおそれがあります。

・	防排煙設備の起動（制御）

連動用感知器が作動すると地区灯が点滅し、LCD画面に回線を表示します（連動用感知器がP-AT感知器
の場合、アドレスも表示します）。オプションメッセージが設定されている場合は、オプションメッセージも
表示されます。
また、「連動用感知器」灯が点灯し、連動用感知器作動音響が鳴り、防排煙設備が起動します。
連動用感知器と防排煙設備の回線が分かれている場合は、起動した防排煙設備の地区灯も点滅します。

点灯

操作

警告

禁　止
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・	防排煙設備の作動

作動信号を受信すると、地区灯が点滅から点灯に変わります。
また、端末作動音響が鳴ります。

防排煙設備の作動信号とは

防排煙設備の作動信号とは、関連する装置から受信した作動信号です。�  
たとえば防火扉を設置している場合、平常時はフック（自動閉鎖装置）で扉が保持されており、
連動用感知器が作動するとフックが解除され、防火扉の自重によって作動しますが、本機では
フックが解除された信号を作動信号とみなします。�  
防火扉の近くに物が置かれていた場合、防火扉の閉鎖の妨げとなり、作動信号を受信してい
ても防火扉が完全に閉鎖しないおそれがあります。

〈防排煙設備を防排煙起動スイッチ操作で起動するには〉

1	 「防排煙起動/復帰」スイッチを押します。「防排煙起動/復帰」スイッチ灯が点灯し、
LCD画面に防排煙回線番号が表示されま
す。「スイッチ注意」灯が点滅します。

2	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して起動回線を選択します。

3	 「実行」スイッチを押します。LCD画面に[起動中]と表示され、選択し
た回線の防排煙設備が起動し、地区灯が 
点滅します。また、「復旧」スイッチ灯が 
点滅します。作動信号を受信すると、LCD
画面に[作動]と表示され、地区灯が点滅 
から点灯に変わります。また、端末作動音響
が鳴ります。端末作動音響を停止する場合
は、「この機器の音を止める」スイッチを押し
ます。
『〈端末作動音響を停止するには〉』
(p.37)を参照してください。

・	起動中の防排煙機器を復帰する場合は、『〈防排煙設備を遠隔復帰するには〉』(p.41)を参照
してください。

・	本機のデータベース設定で、回線によって端末作動音響が鳴らないように設定されている場合
があります。

点灯
操作

防排煙制御【起動】
回線
００６

[実行 ]で起動制御

防排煙制御【起動】
回線
００６ 起動中

作動
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消火栓ポンプ制御機器（消火栓連動回路）
〈消火栓ポンプの始動〉
現場で発信機ボタンが押された場合、または消火栓バルブの作動信号を受信した場合、消火栓ポンプ
制御機器に信号を送り、自動的にポンプを始動させます。
消火栓始動器から始動信号を受信すると、「消火栓」灯が点滅し、端末作動音響が鳴ります。

消火栓ポンプ制御機器を始動するには、本機のデータベース設定で消火栓の連動要因を 
設定する必要があります。

消火装置、その他の設備
消火装置やその他の設備の作動信号を受信すると、消火栓灯が点滅、または作動した地区の地区灯が
点灯し、端末作動音響が鳴ります。
〈端末作動音響を停止するには〉

1 	 「この機器の音を止める」スイッチを押します。

端末作動音響が停止します。

本機のデータベース設定で、回線によって端末作動音響が鳴らないように設定されている場合
があります。また、データベース設定で、消火栓の音響が鳴らないように設定されている場合が
あります。

表示機
本機から表示機へ火災信号などが送られると、表示機は以下のとおり動作します。

・地区窓表示機
地区灯が点灯し、音響が鳴動します。

・メッセージ表示機
LCD画面に回線番号、アドレス番号、種別名称※1、状態文字※1、オプションメッセージ※1を表示し、音響が
鳴動します。
※1︰データベースの設定内容によります。

火災警報時に表示機を動作させるには、本機のデータベース設定で表示機に関する設定を 
する必要があります。

操作
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〈表示機の音響を停止するには〉

表示機の「この機器の音を止める」スイッチ※1を押します。
表示機の音響が停止し、スイッチ灯が点灯します。
※1︰ �表示機の型式によってスイッチの名称は異なります。

〈表示機から本機を電話呼び出しするには〉

1	 表示機側で受話器のプラグを電話ジャックに差し込みます。

本機の電話呼び出し音響が鳴り、呼び出し
ます。

2	 本機側で別の受話器のプラグを電話　ジャックに差し込みます。

通話ができるようになります。

非常放送設備
〈非常放送設備への連動移報〉
移報出力（Fn）を階別、地区別（ブロック別）などに設定し、非常放送設備に階別火災信号と火災確認信
号を移報します。非常放送設備は信号を受信して非常放送を行います。
感知器発報の放送 非常放送設備が階別火災信号を受信した場合に放送されます。

火災放送

以下の要因で火災確認信号を受信した場合に放送されます。
● 2地区以上で火災が発生した場合
● 発信機ボタンが押された場合
最初の火災警報から一定時間（2分から5分。非常放送設備側の設定によって
異なります）経過した場合も放送されます。

〈非常放送灯について〉
非常放送と地区音響装置を併設している場合、非常放送灯が点灯していると
きに地区音響（地区ベル）が停止します。 

受話器

プラグ

電話ジャック

操作

点灯
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6	 火災が鎮火したら

火災鎮火後は、本機や付属設備を正常な監視状態に復旧させてください。

火災鎮火前に機器の復旧操作を行わないでください。

火災状況の把握が困難になります。また、あわてて復旧操作をすると、現場調査に支障をきたす 
おそれがあります。

まずは発信機の復旧を！

発信機ボタンが押された場合、「発信機」灯が点灯します。�  
「発信機」灯が点灯している場合、現場で発信機を先に復旧してください。�  
発信機を復旧する前に本機の「復旧」スイッチを押すと、再度火災警報を発します。

本機の復旧操作
ここでは、火災鎮火後に行う本機の復旧操作について説明しています。

■ 端末装置が作動した場合、またはその他の設備へ火災信号などを移報した場合

「一括遮断」スイッチを押して、作動した消火ポンプや防排煙設備などの端末装置、またはその
他の設備への移報を遮断します。�  
そのあと、復旧操作（「復旧」スイッチを押す）を行い、作動した端末装置を元に戻してください。

■ 端末装置またはその他の設備を防排煙起動/復帰スイッチ操作で起動した場合

「復旧」スイッチを押して、作動した消火ポンプや防排煙設備などの端末装置、またはその他の
設備への起動（制御）を遮断します。

そのあと、「戻る」スイッチまたは「防排煙起動/復帰」スイッチを押し、「防排煙起動/復帰」 
スイッチ灯が消灯したことを確認してください。

■ 遠隔復帰に対応した防排煙設備を起動した場合

詳細は、『〈防排煙設備を遠隔復帰するには〉』(p.41)を参照してください。

注意

Caution

消灯

禁止
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1	 スイッチカバーを開き、「復旧」スイッチを押します。

2	 復旧後、点滅または点灯中の地区灯が	ないこと、LCD画面に何も表示されてい
ないことを確認します。

また、一括遮断などのスイッチ操作を行った 
場合は、再度スイッチを操作して、正常な 
監視状態に戻してください。

3	 本機が正常な監視状態であることを確認します。

正常な監視状態については、『正常な監視
状態の確認』(p.27)を参照してください。

スイッチカバーは、操作後必ず閉じてください。

引っかけてけがをしたり、誤操作の原因となります。

予備電源

試　　験

交流電源
予備電源

検知器用電源

異　　常 スイッチカバー

操作

地区灯

LCD画面

注意

強制・指示
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付属設備の復旧操作
火災鎮火後に、防排煙設備を遠隔復帰する方法を説明します。

〈防排煙設備を遠隔復帰するには〉
遠隔復帰に対応した防排煙設備（復帰出力用の回線が設定されている）の場合、火災鎮火後は以下のよ
うに復帰します。

1	 「防排煙起動/復帰」スイッチを2回押します。

「防排煙起動/復帰」スイッチ灯が点滅し、防
排煙復帰機能に設定されます。

「実行」スイッチ灯が点滅します。

2	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」スイッチを押して復帰回線（作動している回
線番号）を選択します。

3	 「実行」スイッチを押します。LCD画面に[復帰中]が表示され、選択した
回線の防排煙設備の起動出力が切断され、
復帰出力が行われます。
また、「復旧」スイッチ灯が点滅します。
復帰が完了すると、地区灯が消灯し、端末
作動音響が停止します。

4	 「復旧」スイッチを押します。LCD画面の[復帰中]の表示が消え、復帰
出力が解除されます。

5	 「戻る」スイッチまたは「防排煙起動 / 	復帰」スイッチを押します。

「防排煙起動/ 復帰」スイッチ灯が消灯し、
元の状態に戻ります。

復帰する回線が複数ある場合、復帰出力後は都度「復旧」スイッチを押してください。

「復旧」スイッチは、LCD画面の表示が作動から復帰中に切り替わり、地区灯が消灯したことを
確認してから押してください。

点滅

2回押す

操作

防排煙制御【復帰】
回線
０２１

[実行 ]で復帰制御
作動

防排煙制御【復帰】
回線
０２１ 復帰中

防排煙制御【復帰】
回線
０２１

[実行 ]で復帰制御
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7	 ガスもれ信号を受信したら（ガスもれ機能付の場合）

ここでは、ガスもれ信号を受信した場合の本機の動作について説明しています。
ガスもれ検知器が作動し、本機がガスもれ信号を受信した場合、ガスもれ遅延機能が作動します。
本機の動作を確認し、次の動作を待ちます。

ガスもれ遅延機能とは

殺虫スプレーなど、一過性のガスによってガスもれ検知器が作動してしまうことによる誤報 
を防ぐ機能です。ガスもれ警報の信頼性を高めるために、ガスもれ検知器からの信号を受信 
しても、ただちにガスもれ警報を発せず、信号が約40秒間継続したときにガスもれ警報を発し
ます。

ガスもれ遅延機能作動中に本機は以下のように動作します。

「ピンポーン」と音響が鳴り、「遅延中」灯が点灯し
ます。また、ガスもれ検知器が作動した回線が表
示されます※1※２。

※1︰�ガスもれ検知器が作動した場合、回線のみ表示されます。アドレスは表示されません。
※２︰�オプションメッセージが設定されている場合、オプションメッセージが表示されます。

■ ガスもれの場合（ガスもれ信号が約40秒間継続した場合）
ガスもれ発生と判断し、ガスもれ警報を発します。ガスもれ時の本機の動作および対処については、
『8.ガスもれ警報を発したら（ガスもれ機能付の場合）』(p.43)を参照してください。

■ ガスもれでない場合（ガスもれ信号が約40 秒間継続しなかった場合）
「遅延中」灯が消灯し、監視状態に戻ります。平常時の監視状態については、『3.平常時の監視状態』
(p.27)を参照してください。

本機のデータベース設定でガスもれ遅延機能が解除されている場合、ガスもれ遅延機能は作
動せず、ガスもれ信号を受信後、ただちにガスもれ警報を発します。

  ガスもれ警報

GL1回線

遅延
01/01

点灯

Caution
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ガスもれ検知器が作動したら、火を消してガスの元栓を閉めて自然換気をしてください。

ガス管損傷などによるガスもれの場合には、ガス会社に連絡してください。
また、火気や静電気を発生する物を近づけたり、換気扇など電気機器のスイッチをON/OFFした
りすると、爆発の危険があります。自然換気をしてください。

ガスもれ時は、ガスもれ音響が鳴り、本機と付属設備（『付属設備の動作と操作』(p.45)参照）は以下
のように動作します。落ち着いて対処してください。

本機の動作と操作
ここでは、ガスもれ時の本機の動作と、それにともなう操作について説明しています。

ガスもれ警報

回線
ガスもれ

ガスもれ地区の地区灯が点灯します。

「ガスもれ」灯が点滅します。
ガスもれ検知器が作動した
回線を表示します。

ガスもれ音響が鳴ります。
「ピッピッピッピッピッピッピッピッ
ガスもれ発生、現場を確認してく
ださい。」

ピッ

「ガイド」スイッチ灯が点滅します。

「この機器の音を止める」灯が
点滅します。

また、ガスもれ発生と同時に警備会社、エレベータなどの関連設備、および付属設備（表示機、防排煙設
備など）にガスもれ信号が送信される場合があります。なお、ガスもれ信号の送信先は、本機のデータ
ベースで設定されています。

強制・指示

危険

8	 ガスもれ警報を発したら（ガスもれ機能付の場合）
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 8 	 ガスもれ警報を発したら（ガスもれ機能付の場合）

〈ガスもれ時の行動〉
ガスもれ時は、以下のとおり行動してください。

操作

1	 本機の表示を見て、ガスもれ地区を確認します。
2	 ガスもれ発生場所の確認、自然換気、避難誘導、および消防署（119番）への通報などを行い	ます。

ガスもれ警報が複数発生している場合
ガスもれ警報が複数発生している場合は、LCD画面右上の件数表示の左右に「◀」「▶」が表示されます。

1	 以下のスイッチを押して、作動した順にガスもれ警報を確認できます（後続送り操作）。最大25イベントまで確認できます。

● 「▷（右）」スイッチ
現表示の次に作動した回線が表示されます。
最終作動を表示した状態でスイッチを押すと、第1作動表示状態に戻ります。

● 「◁（左）」スイッチ
現表示の前に作動した回線が表示されます。
第1作動を表示した状態でスイッチを押すと、最終作動の状態が表示されます。

誤報だったときは
現場を十分に確認した上で、本機を復旧して平常の監視状態に戻してください。
復旧操作については、『9.ガスもれの対処後は』(p.47)を参照してください。

ガスもれ音響鳴動中の電話呼び出しについて

ガスもれ時は、常にガスもれ音響が優先されます。そのため発信機、表示機からの電話呼び出
し音響は鳴らず、「電話」灯の点滅だけになります。

 

操作

Caution
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 8 	 ガスもれ警報を発したら（ガスもれ機能付の場合）

ガスもれ音響を停止するには
状況によってガスもれ音響を停止しなければならない場合は、以下の操作で停止できます。

ガスもれ時に保守音響停止にしないでください。

警報音が出なくなるため、避難・ガスもれ対処が遅れるおそれがあります。

1	 「この機器の音を止める」スイッチを押します。

ガスもれ音響が停止し、点滅していた「この 
機器の音を止める」スイッチ灯が消灯し 
ます。

一度ガスもれ音響を停止しても、他の回線でガスもれが発生すると、再度ガスもれ音響が鳴り
ます。

付属設備の動作と操作
ここでは、ガスもれ時の付属設備の動作と、それにともなう操作について説明しています。接続されて
いる付属設備をあらかじめ確認しておいてください。

付属設備 内容 参照

表示機
〈表示機の音響を停止するには〉 p.46
〈表示機から本機を電話呼び出しするには〉 p.46

表示機
本機から表示機へガスもれ信号などが送られると、表示機は以下のとおり動作します。

・地区窓表示機
地区灯が点灯し、音響が鳴動します。

・メッセージ表示機
LCD画面に回線番号、種別名称※1、状態文字※1、オプションメッセージ※1を表示し、音響が鳴動します。
※1︰ データベースの設定内容によります。

強制・指示

警告

点滅→消灯
操作
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 8 	 ガスもれ警報を発したら（ガスもれ機能付の場合）

ガスもれ警報時に表示機を動作させるには、本機のデータベース設定で地区別移報や表示
機音響の設定をする必要があります。

〈表示機の音響を停止するには〉

表示機の「この機器の音を止める」スイッチ※1を押します。
表示機の音響が停止し、スイッチ灯が点灯します。
※1︰ �表示機の型式によってスイッチの名称は異なります。

〈表示機から本機を電話呼び出しするには〉

1	 表示機側で受話器のプラグを電話ジャックに差し込みます。

本機の電話呼び出し音響が鳴り、呼び出し
ます。

2	 本機側で別の受話器のプラグを電話ジャックに差し込みます。

通話ができるようになります。

受話器

プラグ

電話ジャック

操作
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9	 ガスもれの対処後は

ガスもれ対処前に機器の復旧操作を行わないでください。

ガスもれ状況の把握が困難になります。また、あわてて復旧操作をすると表示状態の再確認がで
きなくなり、現場調査に支障をきたすおそれがあります。

ガスもれの対処後は、本機や付属設備を正常な監視状態に復旧してください。

ガスもれ対処後の本機の復旧操作
ここでは、ガスもれ対処後に行う本機の復旧操作について説明しています。

■「ガスもれ非保持」に設定されている場合
ガスもれ検知器が復旧すると、自動的に監視状態に戻ります。

■「ガスもれ保持」に設定されている場合
火災鎮火後の復旧操作と同じです。『6.火災が鎮火したら』(p.39)を参照してください。

本機が正常な監視状態であることを確認します。
正常な監視状態については、『正常な監視状態の確認』(p.27)を参照してください。

「ガスもれ保持」「ガスもれ非保持」の設定は、本機のデータベースで設定されています。

スイッチカバーは、操作後必ず閉じてください。

引っかけてけがをしたり誤操作の原因となります。

注意

注意

強制・指示

検知器用電源

スイッチカバー

禁止
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10	異常警報を発したら

本機には、感知器配線や電源、ヒューズなどの状態を常時監視し、それらの故障を自動的に検出して 
警報する自己診断機能を備えています。
故障を検出した際には、異常灯、地区灯、異常の内容を知らせる表示がそれぞれ点滅または点灯し、 
本機の異常音響が鳴ります。

機器の異常時はすみやかに保守点検契約先に連絡してください。

異常を放置すると、正常に機能しません。

有資格者以外の人は、本機や付属設備などの分解や修理をしないでください。

故障の原因になります。

本機の動作と操作

異常一覧
感知器線断線ブー

異常項目を表示します。

異常を検出した回線の
地区灯が点滅します。

異常音響が鳴ります。
「ブーブー　異常が発生しました。」

「異常」灯が点滅します。

注） �LCD画面に異常項目を表示し、異常灯が点滅します。図は、感知器回線で断線が発生した場合の 
状態を示しています。

1	 本機の表示を見て、異常警報の内容を	確認します。

・ �「設定/確認」スイッチを押すと異常一覧
の１つめにカーソルが選択されます。

・ �異常が複数ある場合は、「△（上）」 
「▽（下）」スイッチを押して、カーソルを
移動します。

2	 異常警報状態を確認したら、保守点検契約先に連絡します。

強制・指示

禁止

操作

異常一覧
感知器線断線

警告
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・	詳細確認が可能な異常は、項目の右側に「▶」が表示されます。カーソル選択を行い、「設定/確認」
スイッチ押して詳細確認できます。

・	カーソル選択中に「ガイド」スイッチを押すと異常内容を確認できます。

・	異常の内容については、『異常警報一覧』(p.49)を参照してください。

異常警報時に火災などが発生したら

火災やガスもれが発生した場合、火災警報またはガスもれ警報の表示や音響を優先して表示
します。また、火災やガスもれが復旧すると、異常警報状態に戻ります。

異常警報一覧
本機が異常警報を発した場合、以下を参照して、状況を確認してください。

No. 異常項目 LCD	
表示 異常灯 地区灯 故障機器	

遮断 異常内容

1 日時未設定 異常一覧 点滅 - - 受信機の時刻が未設定

2 P-AT回線設定異常 異常一覧 点滅 - -

・�進PⅣ設定回線に旧P-AT感知器が接続さ
れている
・�終端抵抗設定回線にアドレス31以上の感
知器が接続されている

3 AD60終端設定異常 異常一覧 点滅 - - 終端設定と終端(アドレス付終端器または終
端感知器)が不一致

4 伝送異常ｽﾚｰﾌﾞ 異常一覧 点滅 - -

・�MCU基板とFLU／SLU／ROU／SOU／
GLU／BCU基板間の伝送異常
・最大回線設定の誤り
・存在しない端子の連動が設定されている

5 伝送異常PSU 異常一覧 点滅 - - MCU基板とPSU基板間の伝送異常

6 伝送異常LPU 異常一覧 点滅 - - ・MCU基板とLPU基板間の伝送異常
・最大回線設定の誤り

7 外部伝送異常 異常一覧 点滅 - 遮断可能 MCU基板とゲートウェイなどの外部機器の
伝送異常

8 表示機伝送異常 異常一覧 点滅 - 遮断可能 MCU基板とメッセージ表示機または部屋番
号表示機との伝送異常

9 ﾒｯｾｰｼﾞ表示機異常 異常一覧 点滅 - 遮断可能 メッセージ表示機の故障
10 FAヒューズ断 異常一覧 点滅 - - 発信機用(FA)ヒューズ断線
11 FPヒューズ断 異常一覧 点滅 - - 表示灯用(FP)ヒューズ断線
12 FCヒューズ断 異常一覧 点滅 - - 感知器用(FC)ヒューズ断線
13 FBKヒューズ断 異常一覧 点滅 - - 地区ベル用(FBK)ヒューズ断線
14 FDCヒューズ断※1 異常一覧 点滅 - - 防排煙用(FDC)ヒューズ断線
15 FIヒューズ断 異常一覧 点滅 - - 表示機用(FI)ヒューズ断線

16 感知器線断線 異常一覧 点滅 点滅 遮断可能 受信機外線端子(C,L)から終端※2までの配
線の断線

Caution
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No. 異常項目 LCD	
表示 異常灯 地区灯 故障機器	

遮断 異常内容

17 感知器無応答 異常一覧 点滅 - 遮断可能 P-AT感知器の故障、脱落

18 感知器誤応答 異常一覧 点滅 - 遮断可能
・�該当回線に同一アドレスのP-AT感知器を
接続
・P-AT感知器の故障

19 出力値異常 異常一覧 点滅 - 遮断可能 P-AT感知器の汚れ、故障
20 発信機応答線入力異常 異常一覧 点滅 - - 発信機の応答線(A)のみ入力

21 地区音響線断線BKC/
BKF 異常一覧 点滅 - - 受信機外線端子(BKC,BKF)から終端まで

の配線の断線

22 地区音響線短絡BKC/
BKF 異常一覧 点滅 - - 受信機外線端子(BKC,BKF)から終端まで

の配線の短絡

23 地区音響線断線(PSU) 異常一覧 点滅 - - 受信機外線端子(FNC,F6～F25)から終端
までの配線の断線

24 地区音響線短絡(PSU) 異常一覧 点滅 - - 受信機外線端子(FNC,F6～F25)から終端
までの配線の短絡

25 地区音響線断線(BCU) 異常一覧 点滅 - - 受信機外線端子(BKC,K)から終端までの配
線の断線

26 地区音響線短絡(BCU) 異常一覧 点滅 - - 受信機外線端子(BKC,K)から終端までの配
線の短絡

27 ｶﾞｽもれ検知器異常※３ 異常一覧 点滅 - 遮断可能
・ガスもれ検知器の異常
・�受信機外線端子(GL,GC)からガスもれ検
知器までの配線の断線、短絡

28 不作動※1 異常一覧 点滅 - 遮断可能 防排煙起動制御後、規定時間内に防排煙応
答なし

29 非常放送線断線 異常一覧 点滅 - - 受信機(CNEB)から非常放送機器までの配
線の断線

30 非常放送線短絡 異常一覧 点滅 - - 受信機(CNEB)から非常放送機器までの配
線の短絡

31 スピーカ異常 異常一覧 点滅 - - スピーカ、スピーカ線の異常

32 プリンタ異常※４ 異常一覧 点滅 - - ・プリンタの異常
・プリンタ用紙切れ

33 回路電圧異常 異常一覧 点滅 - - DC24V電源回路(定電圧電源)の電圧異常

34 予備電源異常 異常一覧 点滅 - -
・予備電源未接続
・予備電源用(FE)ヒューズ断線
・充電回路の異常

35 ROM/RAM
チェック異常※5

起動失敗
画面 点滅 - -

受信機起動時のMCU基板上のメインCPU
内蔵ROM/RAM、外部ROMのチェック異
常※6

36 CPU異常※5 起動失敗
画面 点灯 - - 受信機起動時のMCU基板上のメインCPU

の異常※6

37 メモリ異常 異常一覧 点滅 - - MCU基板上のメインCPU内蔵RTC、外部
ROMの異常

38 DB異常 異常一覧 点滅 - -
・データベース設定で機種設定の誤り
・データベースの書込不良
・データの破損

39 PSU通信異常※5 起動失敗
画面 点滅 - - ・MCU基板とPSU基板の組み合わせの誤り

・受信機起動時のPSU基板の情報取得失敗
40 自動試験実行不能 異常一覧 点滅 - - 自動試験(自動/手動)の実行不能
41 自動試験強制終了 異常一覧 点滅 - - 自動試験(自動/手動)の強制終了
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No. 異常項目 LCD	
表示 異常灯 地区灯 故障機器	

遮断 異常内容

42 自動予備電源試験異常 異常一覧 点滅 - - 自動試験(自動/手動)実行時の予備電源電
圧の異常

43 自動試験P-AT異常 異常一覧 点滅 - - P-AT感知器が異常状態で自動試験(自動/
手動)を実行

44 定期火災試験異常 異常一覧 点滅 - - 火災受信回路の定期試験の異常※7

45 定期ガスもれ試験異常※3 異常一覧 点滅 - - ガスもれ受信回路の定期試験の異常※8

46 火災試験P-AT異常 異常一覧 点滅 - - P-AT感知器の試験火災の異常
47 LCD脱落 - 点滅 - - LCDの脱落、異常

48 他異常(TR端子入力)※9 異常一覧 点滅 - - 受信機外線端子(TRC,TR)へ異常信号が入
力

注） スピーカ異常以外の全て異常警報で異常音が鳴動します。
※1 ： 複合火災受信機の場合のみ。
※2 ： �末端が終端感知器の場合は、「16.感知器線断線」の他に「17.感知器無応答」（該当回線の60アドレスの感

知器無応答）も表示されます。末端が終端抵抗またはアドレス付終端器の場合は、「16.感知器線断線」のみ
表示されます。 
なお、末端が終端感知器またはアドレス付終端器の場合、断線検出までに約5～7分かかります。末端が終
端抵抗の場合は約1～2分で検出します。

※3 ： ガスもれ機能付の場合のみ。
※4 ： プリンタ付の場合のみ。
※5 ： 受信機は正常起動しません。
※6 ： MCU基板上の故障です。
※7 ： PSU基板またはFLU基板上の異常です。
※8 ： GLU基板上の異常です。
※9 ： SPF基板(特対応)が必要です。

異常音響を停止するには
異常音響は、異常から復旧すると自動的に停止しますが、必要に応じて、復旧前に以下の操作で異常音
響を停止できます。

1	 「この機器の音を止める」スイッチを押します。

異常音響が停止します。
ただし、一度異常音響を停止しても、異常
が復旧して再度異常信号を受信した場合
や他の異常信号を受信すると、再度異常音
響が鳴ります。

本機内のCPUが異常の場合、LCD画面には起動失敗画面が表示され、「異常」灯が点灯した
ままになります。異常音響が鳴り続けますが、この異常音響はスイッチによって止めることは 
できませんので、すみやかに保守点検契約先に修理を依頼してください。

操作

Caution
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11	訓練モード

訓練モードは、避難訓練の際に使用するモードです。
施設内のすべての地区音響（地区ベル）を一斉鳴動させます。

■ 訓練モードを実行する

1	 「メニュー（保守）」スイッチを押します。メニュー画面が開きます。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して［3.訓練モード］を選択し、「設定/確認」
スイッチを押します。

3	 「実行」スイッチを押します。訓練モード開始です。

・	訓練中は、施設内すべての地区音響（地区ベル）が一斉鳴動します。 
地区音響一時停止（館内のベル音を止める）が操作されている場合、解除して鳴動させます。

・	 [館内のベル音を止める]スイッチによる鳴動の一時停止が可能です。再度スイッチを押すことで
鳴動が再開します。

■ 訓練モードを終了する

1	 「戻る」スイッチを押します。訓練モード終了です。

訓練中に火災が発生したら

火災が発生するとただちに訓練モードを解除し、火災警報に切り替わります。

操作

メニュー

2. ｽｲｯﾁ注意要因一覧
3. 訓練モード

1. 異常一覧 [00 件 ]

00:00

訓練モード

［実行］で開始

施設内の全ての地区ベ
ルが鳴動します。

操作
訓練モード

［戻る］でモードを終了
訓練中

Caution
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ここでは、保守点検時に使用する本機各部の名称と機能について説明します。
なお、「本体（全体図）の名称と機能（スイッチカバーを開けた状態）」に関しては、 運用管理編の『1.各部
の名称と機能』(p.17)を参照してください。

補助灯の名称と機能
運用管理と重複する機能や名称については、運用管理編の『補助灯の名称と機能』(p.19)を参照し
てください。

4. LCD画面
3. 「火災」灯（赤）

7. 「連動用感知器」灯（赤）

1. 「交流電源」灯（青緑）

8. 「スイッチ注意」灯（赤）

2. 「異常」灯（黄）
6. 「蓄積中」灯（赤）

9. 「遅延中」灯（赤）

5. 「ガスもれ」灯（黄）

10. 「この機器の音を止める
　　／連続停止」灯（赤）

11. 「館内のベル音を止める    
　　／連続停止」灯（赤）

1	 各部の名称と機能

1「交流電源」灯（青緑）
本機の交流電源が動作中に点灯し、予備電源
が動作中（停電中）に点滅します。

2「異常」灯（黄）
異常時に点灯または点滅します。

3「火災」灯（赤）
火災時（感知器作動試験時など）に点滅します。

4 LCD画面
試験時の回線、アドレス、オプションメッセージ、
履歴リスト確認時の日時、発生イベント、また
は予備電源試験時の予備電源電圧値を表示
します。

5「ガスもれ」灯(黄)
ガスもれ時（ガスもれ試験時など）に点滅し 
ます。

6「蓄積中」灯（赤）
試験による蓄積中に点灯または点滅します。

7「連動用感知器」灯（赤）（複合火災受信機の
場合のみ）
火災試験／火災手動試験時などに点灯しま
す。

8「スイッチ注意」灯（赤）
本機のいずれかのスイッチが操作されてい
ると点滅します。

9「遅延中」灯（赤）（ガスもれ機能付の場合の
み）
試験によるガスもれ遅延中に点灯します。

10「この機器の音を止める／連続停止」灯（赤）
保守音響の停止中に点滅し、保守異常音響
の停止中に点灯します。

11「館内のベル音を止める／連続停止」灯（赤）
保守地区音響の停止中に点滅します。
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 1 	 各部の名称と機能

スイッチ操作部の名称と機能
運用管理と重複する機能や名称については、運用管理編の『スイッチ操作部の名称と機能』(p.20)
を参照してください。

16. 「復旧」

20. 「設定/確認」
19. 「実行」

7. 「自動/試験復旧」
8. 「防排煙遮断」

5. 「蓄積/遅延解除」
6. 「消火栓遮断」

17. 「一括遮断」
18. 「戻る」

10. 「ガイド」
11. 「この機器の音を止める」

9. 「メニュー(保守)」

15. 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」

3. 「予備電源試験」

4. 「非常放送遮断」
2. 「火災･他 試験」
1. 「火災代表遮断」

14. 「OP1 ～ OP5」

12. 「館内のベル音を止める」

13. 電話ジャック

1「火災代表遮断」スイッチ※

試験前に火災代表の移報を遮断するときに
使用します。p.66を参照してください。

2「火災･他 試験」スイッチ※

火災試験、総合試験、自動試験、またはガス
もれ試験を開始するときに使用します。
p . 67、p . 71、p . 74、p . 76を参照して
ください。

3「予備電源試験」スイッチ※

予備電源試験を開始するときに使用します。
p.79を参照してください。

4「非常放送遮断」スイッチ※

試験前に非常放送の連動を遮断するときに
使用します。p.66を参照してください。

5「蓄積/遅延解除」スイッチ※

試験前に蓄積解除、遅延解除設定にするとき
に使用します。なお、「遅延解除」スイッチは、
ガスもれ機能付のみ存在します。p.64を
参照してください。

6「消火栓遮断」スイッチ※

試験前に消火栓ポンプの始動を遮断するとき
に使用します。p.65を参照してください。

7「自動/試験復旧」スイッチ※

自動復旧または試験復旧に設定するときに 
使用します。p.83、p.84を参照してください。

8「防排煙遮断」スイッチ（複合火災受信機の
場合のみ※

試験前に防排煙設備の連動を遮断するとき
に使用します。p.65を参照してください。

それぞれのスイッチ上部にある状態灯を「○○○○」スイッチ灯と呼びます（○○○○にはスイッチ名が
入ります）。
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 1 	 各部の名称と機能

9「メニュー（保守）」スイッチ
メニュー画面の表示に使用します。
また、試験前に保守音響停止、保守異常音響
停止、保守地区音響停止に設定するときや、
履歴リストを消去するときに使用します。
p.62、p.63、p.100を参照してください。

10「ガイド」スイッチ
「ガイド」スイッチ灯の点滅時に、発生イベン
トの対応方法などが確認できます。

11「この機器の音を止める」スイッチ
火災音響やガスもれ音響、異常音響、端末作
動音響を停止するときに使用します。
また、試験前に保守音響停止に設定するとき
に使用します。p.62を参照してください。

12「館内のベル音を止める」スイッチ※

地区音響（地区ベル）を停止するときに使用
します。
また、試験前に保守地区音響停止に設定すると
きに使用します。p.63を参照してください。

13電話ジャック
発信機や表示機と電話連絡するときに、電話
プラグを差し込んで使用します。

14「OP1 ～ OP5」スイッチ※

オプション機能（遮断スイッチなど）として
使用します。p.66を参照してください。

15「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」スイッチ
項目選択や回線選択などに使用します。

16「復旧」スイッチ
火災試験や火災手動試験、またはガスもれ
試験などを終了するとき、または総合試験で
異常が検出された場合の復旧操作に使用し
ます。p . 7 0、p . 7 7、p . 7 8を参照して
ください。

17「一括遮断」スイッチ※

防排煙設備の連動（複合火災受信機の場合
のみ）、消火栓ポンプの始動、非常放送への
移報、および火災代表の移報を一括で遮断
するときに使用します。p.65を参照してく
ださい。

18「戻る」スイッチ
画面をひとつ前に戻すときや、終了操作など
に使用します。

19「実行」スイッチ
各種メニュー操作の動作実行時などに使用し
ます。
操作が有効なときに、スイッチ灯が点滅します。

20「設定/確認」スイッチ
選択項目を決定するときに使用します。
操作が有効なときに、スイッチ灯が点滅します。

※ 押してオン状態になると、「スイッチ注意」灯が点滅します。

スイッチカバーは、操作後必ず閉じてください。

引っかけてけがをしたり誤操作の原因となります。

スイッチ操作について

本機の操作スイッチはすべて押しボタンです。スイッチを押すと、スイッチ上部のスイッチ灯が
点灯します。また、スイッチの機能説明で、※が付いているスイッチを押した場合は、「スイッチ
注意」灯が点滅します。ただし、スイッチを押している間だけ操作が有効になるものについては、

「スイッチ注意」灯は点滅しません。

注意

強制・指示

検知器用電源

スイッチカバー
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 1 	 各部の名称と機能

ガスもれ検知器用電源操作部の名称と機能

検知器用電源

3. 「予備電源試験」スイッチ1. 「予備電源」灯（緑）

2. 「異常」灯（黄）

1「予備電源」灯（緑）
ガスもれ検知器用電源の予備電源試験時に
点灯します。

2「異常」灯（黄）
ガスもれ検知器用電源の予備電源試験で異
常検出時に点灯します。

3「予備電源試験」スイッチ
ガスもれ検知器用電源の予備電源試験をす
るときに使用します。
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 1 	 各部の名称と機能

メニュー画面
メニュー画面に表示される項目を以下に示します。

タイトル 時刻

メニュー項目

メニュー

2. ｽｲｯﾁ注意要因一覧
3. 訓練モード

1. 異常一覧 [00 件 ]

12:34

■ メニュー項目一覧
メニュー項⽬ 内容 参照

1.異常一覧 異常灯点滅の要因を確認できます。 p.49
2.スイッチ注意要因一覧 スイッチ注意灯点滅の要因を確認できます。 p.91
3.訓練モード 避難訓練の際に使用するモードです。 p.52

4.故障機器遮断 P-AT感知器およびその配線の異常などを遮断・解除
が行えます。 p.59

5.日時設定 日時の設定が行えます。 p.92
6.履歴 操作履歴を確認・消去できます。 p.93
7.詳細メニュー 詳細メニューを表示します。 下表
8.施工点検モード 施工・点検時に作業を支援するモードです。 p.88

■ 詳細メニュー項目一覧
メニュー項⽬ 内容 参照

1.感知器接続台数確認 接続されたP-AT感知器の台数を確認できます。 p.116
2.感知器読み込み 接続したP-AT感知器を再読み込みします。 p.117
3.感知器トレンド確認 進PⅣ感知器のトレンド情報を確認できます。 p.118
4.感知器汚れ量確認 進PⅣ感知器（光電式）の汚れ量を確認できます。 p.119

5.メッセージ表示機遮断 メッセージ表示機を選択して個別に遮断することが
できます。 p.124

6.DB設定確認 データベース設定で設定した内容を確認できます。 p.125

7.トレサビデータ取得 P-AT感知器からトレサビ情報を取得しSDカードへ
保存が行えます。 p.128

8.説明書（二次元コード） 製品情報が記載されたWebページへ案内する二次
元コードを表示します。 p.134

「3.感知器トレンド確認」「4.感知器汚れ量確認」は進PⅣ感知器専用の機能です。

進P/進PⅡ/進PⅢ感知器では使用できません。
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2	 故障機器遮断

P-AT感知器などに異常が発生した場合の表示を一時的に表示しないようにできます。また遮断機器を
一覧で確認できます。
遮断可能な異常は『異常警報一覧』(p.49)を参照してください。

■故障機器を遮断するには

・	火災などが発生して、システムが作動中の場合は使用できません。

・	故障機器遮断中に新たな異常が発生した場合、故障機器遮断の解除操作をせずに、故障機器遮
断を実行すると、既に遮断していた異常と新たな異常を遮断できます。

・	故障機器遮断中の機器が故障回復し、再度故障となった場合でも、故障表示や音響鳴動は 
行いません。

・	故障機器遮断中はスイッチ注意灯が点滅状態になります。

・	故障機器遮断中の感知器が作動すると火災状態にはなりますが、アドレス表示ができない可能
性があります。

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチ	を押して［4.故障機器遮断］を選択し、	
「設定/確認」スイッチを押します。

2	 「▷（右）」「◁（左）」スイッチを押して	遮断設定の［遮断］を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

遮断完了です。

設定後、遮断機器一覧から遮断している機器
を確認できます。『■遮断している機器を確
認するには』(p.60)を参照してください。

故障機器遮断状態の解除を忘れずに！

故障機器遮断を行うと、表示されている故障を一時的に非表示にできますが、火災などが発生した
場合に正常に機能しないおそれがあります。 
異常の原因を取り除いたあと、『■故障機器の遮断を解除するには』(p.60)の操作手順で、遮断 
状態を解除してください。

メニュー

5. 日時設定
6. 履歴

4. 故障機器遮断 [OFF]
00:00

操作

故障機器遮断
遮断状態 遮断OFF
遮断設定 遮断 解除/
遮断機器一覧

警告

強制・指示
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 2 	 故障機器遮断

■故障機器の遮断を解除するには

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチ	を押して［4.故障機器遮断］を選択し、	
「設定/確認」スイッチを押します。

2	 「▷（右）」「◁（左）」スイッチを押して	遮断設定の［解除］を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

解除完了です。

■遮断している機器を確認するには

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチ	を押して［4.故障機器遮断］を選択し、	
「設定/確認」スイッチを押します。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して	［遮断機器一覧］を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

3	 項目が複数ある場合「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して項目を選択します。

詳細確認が可能な異常は、項目の右側に
「▶」が表示されます。カーソル選択を 
行い、「設定/確認」スイッチ押して詳細確
認できます。

メニュー

5. 日時設定
6. 履歴

4. 故障機器遮断 [ON]

00:00

操作

故障機器遮断
遮断状態 遮断ON
遮断設定 遮断 解除/
遮断機器一覧

メニュー

5. 日時設定
6. 履歴

4. 故障機器遮断 [ON]

00:00

操作

故障機器遮断
遮断状態 遮断ON
遮断設定 遮断 解除/
遮断機器一覧

遮断機器一覧
感知器無応答
出力値異常
感知器誤応答

1/2
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3	 手動の保守点検試験

連動している設備の内容を十分確認して操作してください。

不用意の操作は、機器類に損害を与え、人に危害を与えるおそれがあります。

スイッチカバーは、操作後必ず閉じてください。

引っかけてけがをしたり誤操作の原因となります。

試験後、スイッチ灯が点灯しているスイッチを押して、スイッチ灯および「スイッチ注意」灯を消灯
させてください。

「スイッチ注意」灯を消灯させ、正常な監視状態にしないと、火災時またはガスもれ時に正常に動作
せず被害を防止できなくなります。

本機には、保守点検時に使用する試験用スイッチがスイッチカバー内に設けられています。試験は感知
器の加煙・加熱試験、またはガスもれ検知器の加ガス試験を必要とする場合もあり、原則として保守点
検契約先から派遣される保守点検者が試験を実施することになっています。
試験にあたり、本機の音響や地区音響（地区ベル）の連続停止、蓄積機能の作動やガスもれ遅延機能の
作動の解除、付属設備の連動の遮断を設定できます。各設定については、『準備』(p.61)を参照して
ください。

各試験結果は履歴リストに記憶されます。また、プリンタ付の場合は印字もされます。 
確認方法については、『履歴リストを確認するには』(p.93)を参照してください。

準備
保守点検試験をする前に、以下の準備で試験環境を設定できます。
必要に応じて設定してください。

試験前に本機の音響や地区音響（地区ベル）を連続停止に設定した場合、試験後に必ず解除して
ください。

解除しなかった場合、火災時に警報音が出ないため、避難・消火活動が遅れるおそれがあります。

試験前に変更した設定は、試験後に必ず解除してください。

解除しなかった場合、火災時に機能しません。

警告

注意

強制・指示

強制・指示

警告

強制・指示
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 3 	 手動の保守点検試験

本機の音響、地区音響（地区ベル）の連続停止設定
試験による火災信号やガスもれ信号で、本機の音響または地区音響（地区ベル）が鳴らないように設定
します。

〈本機の音響が鳴らないようにするには（保守音響停止）〉
本機の火災音響、ガスもれ音響、異常音響、端末作動音響、および連動用感知器作動音響を連続停止し
ます。

1	 「メニュー（保守）」スイッチを押します。「メニュー（保守）」スイッチ灯が点灯します。

2	 「メニュー（保守）」スイッチ灯が点灯中に、「この機器の音を止める」スイッチを2秒
間押します。

保守音響停止に設定されます。
このとき、「この機器の音を止める／連続
停止」スイッチ灯および「スイッチ注意」灯
が点滅し、音響を連続停止します。
なお、本機の音響だけでなく、表示機の 
音響も連続停止されます。

〈本機の異常音響が鳴らないようにするには（保守異常音響停止）〉
本機の異常音響のみを連続停止します。

1	 「メニュー（保守）」スイッチを押します。「メニュー（保守）」スイッチ灯が点灯します。

2	 「メニュー（保守）」スイッチ灯が点灯中に、	「▷（右）」スイッチを2秒間押します。

保守異常音響停止に設定されます。
このとき、「この機器の音を止める／連続
停止」スイッチ灯が点灯、および「スイッチ
注意」灯が点滅し、異常音響を連続停止し
ます。

約2秒間

2

1

操作

約2秒間2

1

操作



63

 3 	 手動の保守点検試験

〈地区音響（地区ベル）が鳴らないようにするには（保守地区音響停止）〉

1	 「メニュー（保守）」スイッチを押します。「メニュー（保守）」スイッチ灯が点灯します。

2	 「メニュー（保守）」スイッチ灯が点灯中に、「館内のベル音を止める」スイッチを2秒
間押します。

保守地区音響停止に設定されます。
このとき、「館内のベル音を止める／連続
停止」スイッチ灯および「スイッチ注意」灯
が点滅し、地区音響（地区ベル）を連続停
止します。また、「ブッ」という保守地区音響
停止音響が約1分に1回鳴ります。
なお、保守地区音響停止音響を停止する
ことはできません。

保守音響停止、保守異常音響停止、保守地区音響停止の解除を忘れずに！

保守音響停止、保守異常音響停止、および保守地区音響停止は必ず解除してください。 
それぞれ以下の操作で解除できます。

■ 保守音響停止、保守地区音響停止を解除する場合

1	 「メニュー（保守）」スイッチを押します。「メニュー（保守）」スイッチ灯が点灯します。

2	 「この機器の音を止める」スイッチ（保守地区音響停止解除の場合は、「館内の	
ベル音を止める」スイッチ）を押します
（2秒間押す必要はありません）。

■ 保守異常音響停止を解除する場合

1	 「メニュー（保守）」スイッチを押します。「メニュー（保守）」スイッチ灯が点灯します。

2	 「▷（右）」スイッチを押します（2秒間	押す必要はありません）。

約2秒間

2

1

操作

Caution

保守音響停止解除

保守地区音響停止解除

操作

操作
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蓄積機能/ガスもれ遅延機能の作動の解除設定
試験による火災信号やガスもれ信号で、本機が蓄積機能の作動やガスもれ遅延機能の作動をしないよ
うに設定（蓄積解除またはガスもれ遅延解除に設定）します。

<蓄積機能の作動を解除するには>

1	 「蓄積/遅延解除」スイッチを押します。蓄積解除状態に設定されます。
「蓄積解除」スイッチ灯が点灯し、「スイッチ
注意」灯が点滅します。

蓄積解除状態の解除を忘れずに！

蓄積解除設定は、「蓄積/遅延解除」スイッチを再度押して解除してください。

ガスもれ機能付の場合には、「蓄積/遅延解除」スイッチを3 回押して解除してください。

〈ガスもれ遅延機能の作動を解除するには（ガスもれ機能付の場合のみ）〉

1	 「蓄積/遅延解除」スイッチを2 回押します。ガスもれ遅延解除状態に設定されます。
「遅延解除」スイッチ灯が点灯し、「スイッチ
注意」灯が点滅します。

ガスもれ遅延解除状態の解除を忘れずに！

ガスもれ遅延解除設定は、「蓄積/遅延解除」スイッチを2 回押して解除してください。

〈蓄積機能とガスもれ遅延機能の作動を同時に解除するには（ガスもれ機能付の場合のみ）〉

1	 「蓄積/遅延解除」スイッチを3 回押します。蓄積解除状態およびガスもれ遅延解除状
態に設定されます。

「蓄積解除」スイッチ灯および「遅延解除」
スイッチ灯が点灯し、「スイッチ注意」灯が
点滅します。

蓄積解除状態およびガスもれ遅延解除状態の解除を忘れずに！

蓄積解除状態およびガスもれ遅延解除設定は、「蓄積/遅延解除」スイッチを再度押して解除
してください。

点灯 操作

Caution

点灯

2回押す

操作

Caution

点灯

3回押す

操作

Caution



65
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付属設備の連動遮断、移報遮断設定
試験による火災信号やガスもれ信号で、付属設備が連動や移報しないように設定します。

〈付属設備の連動および移報を一括で遮断するには〉

1 	 「一括遮断」スイッチを押します。以下の連動および移報が遮断されます。
●	�防排煙設備の連動（複合火災受信機の

場合のみ）
●	�消火栓ポンプの始動
●	�非常放送への移報
●	�火災代表の移報
●	�オプションスイッチで遮断に設定した

移報
また、「一括遮断」スイッチ灯が点灯し、 

「スイッチ注意」灯が点滅します。

〈防排煙設備の連動を遮断するには（複合火災受信機の場合のみ）〉
防排煙設備が火災時またはガスもれ時に連動して起動しないように起動信号を遮断します。

1	 「防排煙遮断」スイッチを押します。防排煙設備の連動（DC-Dn)が遮断されま
す。

「防排煙遮断」スイッチ灯が点灯し、「スイッチ
注意」灯が点滅します。

〈消火栓ポンプの始動を遮断するには〉

1	 「消火栓遮断」スイッチを押します。消火栓ポンプへの始動信号（Fn-FNCn※１, 
H-HC）が遮断されます。

「消火栓遮断」スイッチ灯が点灯し、「スイッチ
注意」灯が点滅します。

点灯

操作

点灯

操作

点灯
操作
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〈非常放送への移報を遮断するには〉

1	 「非常放送遮断」スイッチを押します。非常放送への信号(階別火災信号(Fn-
FNCn※１)と火災確認信号出力(EC-EF))が
遮断されます。

「非常放送遮断」スイッチ灯が点灯し、 
「スイッチ注意」灯が点滅します。

〈火災代表の移報を遮断するには〉
火災警報状態になると、火災代表信号が移報されますが、この信号を遮断できます。

1	 「火災代表遮断」スイッチを押します。火災信号の移報（FA-FB-FC,Fn-FNCn※１）
が遮断されます。

「火災代表遮断」スイッチ灯が点灯し、 
「スイッチ注意」灯が点滅します。

〈オプションスイッチで遮断に設定した移報を遮断するには〉

1	 オプションスイッチ（遮断）を押します。移報先への火災信号（Fn-FNCn※1）など
の移報が遮断されます。
オプションスイッチのスイッチ灯が点灯し、

「スイッチ注意」灯が点滅します。

※１︰データベース設定による

付属設備の連動遮断、移報遮断の解除を忘れずに！

付属設備の連動遮断、移報遮断設定は、それぞれのスイッチを再度押して解除してください。

点灯

操作

点灯

操作

点灯

操作

Caution
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火災・他 試験
「火災・他 試験」には以下の5種類があり、本機およびP-AT感知器の機能が正常であるかを確認します。

・ 火災試験（回線ごと）
　本機の表示・警報・連動機能が正常に動作するかを確認します。

・ 火災手動試験（P-AT感知器ごと）
　本機とP-AT感知器の表示・警報・連動機能が正常に動作するかを確認します。

・ 総合試験
　本機の補助灯、スイッチ灯、全回線の地区灯の点灯試験、および火災受信回路の試験を実施します。
　ガスもれ機能付の場合は、ガスもれ受信回路の試験も実施します。

・ 自動試験
　本機の予備電源の機能およびP-AT感知器の火災検出機能が正常であるかを確認します。

・ ガスもれ試験（回線ごと）（ガスもれ機能付の場合のみ）
　ガスもれ受信回路の試験を実施し、本機の表示・警報機能が正常に動作するかを確認します。

火災試験／火災手動試験の方法

火災試験／火災手動試験の準備について

火災試験／火災手動試験では、自動的に一括遮断状態になります。

必要に応じて一括遮断状態を解除し、『準備』(p.61)を実施してください。

1	 「火災･他 試験」スイッチを押します。「火災･他 試験」スイッチ灯が点灯し、火災
試験／火災手動試験状態になります。
LCD画面に[火災試験]と表示され、「一括 
遮断」スイッチ灯が点灯します。また、 

「スイッチ注意」灯が点滅します。

点灯
操作
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2	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して、回線やアドレスを選択
します。

■	火災試験の場合
アドレスは「00」または「－（ハイフン）」を 
選択してください。

回線にP-AT感知器がある場合は、アドレス「00」が表示されている状態にします。 
P-AT感知器がない場合は「－（ハイフン）」が表示されます。

■ 火災手動試験の場合
試験を実施したいP-AT感知器のアドレス
を選択してください。

3	 「実行」スイッチを押します。「実行」スイッチ灯が約1秒間点灯し、蓄積
機能が作動を開始します。
蓄積解除されている場合、「実行」スイッチ
を押すと、ただちに火災警報状態になりま
すので、操作5に進んでください。

4 	 「蓄積中」灯が点滅に変わってから、再度「実行」スイッチを押します。

選択した回線が火災警報状態になります。

火災試験

[実行 ]で試験開始

回 線　 アドレス
００１ ー

火災試験

[実行 ]で試験開始

回 線　 アドレス
００１ ０１

約１秒間点灯

点滅
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5 	 受信機の動作および地区音響（地区ベル）の鳴動を確認します。

■ 選択した回線が火災回線の場合
火災音響、地区音響（地区ベル）の鳴動、「火災」灯の点滅、および地区灯の点灯を確認します。
保守音響停止、保守地区音響停止に設定されている場合は、火災音響および地区音響（地区ベ
ル）は鳴りませんので、「火災」灯と地区灯を確認してください。

■ �選択した回線が防排煙回線の場合（複合火災受信機の場合のみ）
連動用感知器作動音響の鳴動、「連動用感知器」灯の点灯、および地区灯の点滅を確認します。
保守音響停止に設定されている場合は、連動用感知器作動音響は鳴りませんので、「連動用感知
器」灯と地区灯を確認してください。
地区灯は以下のとおり表示されます。

● �防排煙設備に起動制御がかかると地区灯が点滅
● 防排煙設備が作動すると地区灯が点灯

防排煙機器の作動について

一括遮断を解除すると、防排煙起動制御がかかります。防排煙機器の作動信号を受信するこ
とで、防排煙作動音響が鳴動し、地区灯が点灯に切り替わります。

火災試験

[実行 ]で試験開始

回 線　 アドレス
００１ ー

火災試験

[実行 ]で試験開始

回 線　 アドレス
ー０１０
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別回線の火災試験／火災手動試験をするには

■ 火災試験／火災手動試験状態を復旧してから、別回線の火災試験を開始する場合

1	 「復旧」スイッチを押します。火災警報状態から復旧します。

2 	 再度、操作2（p.68）の回線やアドレスの選択から操作します。

■ 火災試験／火災手動試験状態を復旧せずに別回線の火災試験を続ける場合

復旧せずに続けて試験を実施する場合、5回線までとしてください。

1 	 再度、操作2（p.68）の回線やアドレスの選択から操作します。

火災試験、火災手動試験での端末情報、オプションメッセージの表示について

端末の種別名称、オプションメッセージが設定されている回線やアドレスは、「ガイド」スイッチ
を押すことでLCD画面にそれらの情報が表示されます。 
防排煙回線は初期状態で種別名称に「連動用感知器」が設定されています。 
他の回線やアドレスを選択する場合は再度ガイドスイッチを押してください。

火災試験／火災手動試験中に火災などが発生したら

火災／火災手動試験中にいずれかの回線が、火災・連動用感知器の作動信号（蓄積機能の作
動を含む）やガスもれ検知器の作動信号（ガスもれ遅延機能の作動を含む）を受信した場合、
自動的に火災試験／火災手動試験が解除され、警報状態になります（蓄積解除していない場
合は蓄積状態に、ガスもれ遅延解除していない場合はガスもれ遅延状態になります）。

Caution

操作

操作
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火災試験／火災手動試験の結果
〈正常なときは〉
試験を実施した回線やアドレスに対し、火災警報状態となります。
〈火災試験に失敗したときは〉
火災状態にも異常状態にもなりません。
〈火災手動試験に失敗したときは〉
異常音響が鳴り、以下のように動作します。

異常一覧
火災試験P-AT異常

「異常」灯が点滅します。

異常音響が鳴ります。
「ブーブー　異常が発生しました。」

ブー
「火災試験P-AT異常」を
表示します。

火災手動試験で異常を検出すると、火災試験P-AT異常が表示されます。

総合試験の方法
この試験では、本機の補助灯、スイッチ灯、全回線の地区灯の点灯試験、および全回線の火災受信回路
の試験を実施します。火災受信回路の試験は、1回線から順次自動的に実施します。ガスもれ機能付の
場合、ガスもれ受信回路の試験は、火災受信回路の試験の後に1回線から順次自動的に実施します。

総合試験では、火災信号やガスもれ信号の移報や付属設備への移報はしないため、『準備』
(p.61)の設定は必要ありません。

1	 「火災･他 試験」スイッチを2回押します。「火災･他 試験」スイッチ灯が点灯し、LCD
画面に[総合試験]と表示され、総合試験状
態となります。「スイッチ注意」灯が点滅し
ます。

2回押す

操作
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2	 「実行」スイッチを押します。

総合試験終了まで「実行」スイッチ灯が 
点灯し、以下の試験を順次自動的に実施し
ます。
●	�全補助灯と全スイッチ灯が点灯、LCD 

画面にて残り時間をカウントダウン表示
	 （「実行」スイッチでスキップ可）
●	火災受信回路の試験
	� この試験では、全回線の火災受信回路

の試験および全地区灯の点灯試験を 
します。火災受信回路の試験時には、 
火災音響、連動用感知器作動音響、 
および地区音響（地区ベル）は鳴りません。

	� 試験回線に合わせ、順次地区灯が点灯
していきます。

●	ガスもれ受信回路の試験
	� この試験では、全ガスもれ回線のガス

もれ受信回路の試験および全ガスもれ
地区灯の点灯試験をします。ガスもれ
受信回路の試験時には、ガスもれ音響
は鳴りません。試験回線に合わせ、順次
地区灯が点灯していきます。

全補助灯とスイッチ灯は目視で確認してください。

総合試験

[ 実行 ]で回線試験へ
残り    10秒

盤面LEDの確認

総合試験

[実行 ]で試験開始
総合試験を実施します。
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総合試験(火災受信回路試験)の結果
〈正常なときは〉
すべての回線の地区灯が順次点灯します。総合試験終了後は、操作したスイッチを元に戻して監視状態
にしてください。
〈受信回路試験で異常を検出したときは〉
異常を検出すると、異常音響が鳴り、以下のように動作します。なお、試験は、異常が検出された回線で
停止します。

総合試験  試験異常

００１
回線

[実行]で試験続行

「異常」灯が点滅します。

異常音響が鳴ります。
「ブーブー　異常が発生しました。」

ブー
「試験異常」を点滅表示
します。

異常を検出した回線の
地区灯が点灯します。

異常が検出されたあとも試験を続けるときは

異常が検出された回線がLCD画面に表示されている間に、スイッチ灯が点滅し
ている「実行」スイッチを押してください。異常警報状態から復旧し、次の回線か
ら試験を継続します。

・	異常時は復旧操作をして、スイッチを元に戻してから調査、修理してください。	
復旧操作については、『6.火災が鎮火したら』(p.39)を参照してください。 

・	総合試験中に火災などが発生したら	
総合試験中にいずれかの回線が、火災・連動用感知器の作動信号（蓄積機能の作動を含む）
やガスもれ検知器の作動信号（ガスもれ遅延機能の作動を含む）を受信した場合、自動的に
総合試験が解除され、警報状態になります（蓄積解除していない場合は蓄積状態に、ガスも
れ遅延解除していない場合はガスもれ遅延状態になります）。

点滅

Caution
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 3 	 手動の保守点検試験

自動試験の方法
この試験では、予備電源の機能およびP-AT感知器の火災検出機能が正常であるかを確認します。

1	 「火災･他 試験」スイッチを3回押します。「火災･他 試験」スイッチ灯が点灯し、LCD
画面に[自動試験]と表示され、自動試験状
態となります。

「スイッチ注意」灯が点滅します。

2	 「実行」スイッチを押します。自動試験を開始します。
自動試験が終了すると、自動的に試験モード
を終了します。

自動試験中に火災などが発生したら

自動試験中にいずれかの回線が、火災・連動用感知器の作動信号（蓄積機能の作動を含む）や
ガスもれ検知器の作動信号（ガスもれ遅延機能の作動を含む）を受信した場合、自動的に自動
試験が解除され、警報状態になります（蓄積解除していない場合は蓄積状態に、ガスもれ遅延
解除していない場合はガスもれ遅延状態になります）。

・ 自動試験が強制終了された場合、「自動試験強制終了」異常が発生します。 
・ 「自動試験強制終了」は再度自動試験を実施し、正常終了することで復旧します。

3回押す

操作

自動試験

[実行 ]で試験開始
自動試験を実施します。

Caution
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 3 	 手動の保守点検試験

自動試験の結果
〈正常なときは〉
「実行」スイッチ灯が試験中に点灯し、試験が終了するとLCD画面と「実行」スイッチ灯、「火災・他 試験」
スイッチ灯、「スイッチ注意」灯が消灯し、試験を終了します。
〈異常を検出したときは〉
予備電源の異常（自動予備電源試験異常）、感知器の異常（自動試験P-AT異常）を検出すると、異常音響
が鳴り以下のように動作します。

異常一覧
自動予備電源試験異常
自動試験P-AT異常

異常一覧には検出した異常に合わせて
「自動予備電源試験異常」、「自動試験
P-AT異常」を表示します。

「異常」灯が点滅します。

異常音響が鳴ります。
「ブーブー　異常が発生しました。」

ブー

・	試験結果は自動試験履歴に記憶されます。

・	自動試験の異常を検出した場合、異常の要因を取り除いたうえで再度自動試験を実行し 
正常終了することで異常が復旧します。
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ガスもれ試験の方法（ガスもれ機能付の場合のみ）
この試験では、ガスもれ回線のガスもれ受信回路の試験を実施し、本機の表示・警報機能が正常に動作
するかを確認します。

ガスもれ試験の準備について

ガスもれ試験では、自動的に一括遮断状態になります。

必要に応じて一括遮断状態を解除し、『準備』(p.61)を実施してください。

1	 「火災･他 試験」スイッチを4回押します。「火災･他 試験」スイッチ灯が点灯し、LCD
画面に[ガスもれ試験]と表示され、ガスも
れ試験状態となります。

「一括遮断」スイッチ灯が点灯します。
「スイッチ注意」灯が点滅します。

2	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して、回線を選択します。

3	 「実行」スイッチを押します。「実行」スイッチ灯が約1秒間点灯し、ガス
もれ遅延機能が作動を開始します。
ガスもれ遅延解除されている場合、「実行」
スイッチを押すと、ただちにガスもれ警報
状態になります。

4 	 受信機の動作を確認します。

点灯

4回押す

操作

ガスもれ試験

[実行 ]で試験開始

回 線　
００１

約１秒間点灯
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別回線のガスもれ試験をするには

■ 「ガスもれ非保持」設定の場合

1	 再度、操作2（p.76）の回線の選択か
ら操作します。

ガスもれ警報を表示していた回線は
復旧します。

■ 「ガスもれ保持」設定の場合

・ ガスもれ試験状態を復旧してから、別回線のガスもれ試験を開始する場合

1	 「復旧」スイッチを押します。ガスもれ警報状態から復旧します。

2 	 再度、操作2（p.76）の回線の選択から操作します。

・ ガスもれ試験状態を復旧せずに別回線のガスもれ試験を続ける場合

  復旧せずに続けて試験を実施する場合、5回線までとしてください。

1 	 再度、操作2（p.76）の回線の選択	から操作します。� 	

ガスもれ試験中に火災などが発生したら

ガスもれ試験中にいずれかの回線が、火災・連動用感知器の作動信号（蓄積機能の作動を含
む）やガスもれ検知器の作動信号（ガスもれ遅延機能の作動を含む）を受信した場合、自動的
にガスもれ試験が解除され、警報状態になります（蓄積解除していない場合は蓄積状態に、 
ガスもれ遅延解除していない場合はガスもれ遅延状態になります）。

操作

操作

操作

Caution
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 3 	 手動の保守点検試験

ガスもれ試験の結果
〈正常なときは〉
試験を実施した回線に対し、ガスもれ警報状態となります。
〈失敗したときは〉
ガスもれ状態にも異常状態にもなりません。

各試験の終了方法

1	 LCD画面に何も表示されなくなるまで「火災･他 試験」スイッチ、または「戻る」
スイッチを数回押します。

本機が元の状態に戻ります。

火災試験／ガスもれ試験は上記の操作でも終了できますが、原則として以下の操作で終了す
るようにしてください。

1	 「復旧」スイッチを押します。火災警報状態やガスもれ警報状態が
復旧します。

2 	 火災警報状態やガスもれ警報状態が復旧したのを確認して、操作したスイッチ
を押して元に戻します。

または、

操作

操作
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 3 	 手動の保守点検試験

予備電源試験
この試験では、本機に予備電源として内蔵されている蓄電池に、停電時の定格負荷を与えることで予備
電源電圧を試験し、予備電源電圧値を確認します。
試験中は回路電源が予備電源に切り替わりますが、「交流電源」灯は点灯したままです。なお、停電時に
予備電源試験はできません。

予備電源試験の方法

1	 「予備電源試験」スイッチを押します。LCD画面に[予備電源試験]と表示され、
「予備電源試験」スイッチ灯が点灯し、 
「スイッチ注意」灯が点滅します。

2 	 「実行」スイッチを押します。「実行」スイッチ灯は、予備電源試験中点灯
し続けます。
試験中には、LCD画面に予備電源電圧値が

「2桁＋小数点第1位」（小数点第2位以下
は四捨五入）で表示されます。

予備電源の試験時間は20秒間です。

操作

予備電源試験

[実行 ]で試験開始

予備電源試験を実施し
ます。
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 3 	 手動の保守点検試験

予備電源試験の結果
〈正常なときは〉
LCD画面に試験終了時の電圧値が表示され、「実行」スイッチ灯が点滅します。
〈異常を検出したときは〉
予備電源電圧値が規定電圧（20.4V）以下となった場合、異常と判定され、異常音響が鳴り、下図のよう
に動作します。

予備電源試験

20.4V
予備電源試験異常

試験結果を表示します。

「異常」灯が点滅します。

異常音響が鳴ります。
「ブーブー　異常が発生しました。」 「実行」スイッチ灯が点滅します。

「予備電源試験」スイッチ灯が
点滅します。

ブー

・	異常時は、回路電圧を正常に維持するために、回路電源が予備電源から交流電源に自動的に 
切り替わります。ただし、予備電源試験を終了するまで異常警報状態は続きます。

・	予備電源は約50時間監視状態を続けることで満充電となります。

・	予備電源が十分に充電されていても異常となる場合は、予備電源の劣化などが考えられます。
有資格者が対処してください。

予備電源試験の終了方法

1 	 「予備電源試験」スイッチを押します。平常時の監視状態に戻ります。

予備電源試験中に火災などが発生したら

予備電源試験中にいずれかの回線が、火災・連動用感知器の作動信号（蓄積機能の作動を含
む）やガスもれ検知器の作動信号（ガスもれ遅延機能の作動を含む）を受信した場合、自動的
に予備電源試験が解除され、警報状態になります（蓄積解除していない場合は蓄積状態に、ガ
スもれ遅延解除していない場合はガスもれ遅延状態になります）。

操作

Caution
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 3 	 手動の保守点検試験

蓄積時間試験
この試験では、本機の蓄積機能と蓄積時間を確認します。
なお、試験にあたり、蓄積時間を測定するストップウォッチなどを準備してください。

蓄積時間試験の方法

1 	 「火災･他 試験」スイッチを押します。火災試験／火災手動試験状態になります。

2	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して、蓄積解除されていない
回線やアドレスを選択します。

3	 「実行」スイッチを押します。「実行」スイッチを押すと火災試験／火災
手動試験が開始され、「蓄積中」灯が点灯
します。
「蓄積中」灯が点灯から点滅に変わり、約50
秒後に消灯します。

4	 蓄積中の時間をストップウォッチなどで	
測定します。

測定時間については以下のPointを参照
してください。

蓄積時間が正常な場合は、以下のようになります。

●	点灯と点滅の合計時間（公称蓄積時間）が60秒以下

●	点灯時間（熱感知器蓄積時間）が10秒以下

●	点滅時間（煙感知器蓄積時間）が約50秒

操作

火災試験

[実行 ]で試験開始

回 線　 アドレス
０１００１

点滅から
約５０秒後に消灯

点灯時間を測定（10秒以下）

点灯・点滅の合計時間を測定（60秒以下）
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ガスもれ遅延時間試験（ガスもれ機能付の場合のみ）
この試験では、本機のガスもれ遅延機能と遅延時間を確認します。
なお、試験にあたり、遅延時間を測定するストップウォッチなどを準備してください。

ガスもれ遅延時間試験の方法

1 	 「火災･他 試験」スイッチを4回押します。ガスもれ試験状態になります。

2	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して、ガスもれ遅延解除され
ていない回線を選択します。

3	 「実行」スイッチを押します。ガスもれ試験が開始され、「遅延中」灯が点
灯します。

4	 蓄積中の時間をストップウォッチなどで	
測定します。

「遅延中」灯は、約40 秒後に消灯します。

正常なガスもれ遅延時間は、約40秒です。

点灯

4回押す

操作

ガスもれ試験

[実行 ]で試験開始

回 線　
００１

点灯から
約4０秒後に消灯点灯開始

点灯時間を測定
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自動復旧による感知器作動試験
自動復旧とは、火災信号を自己保持した感知器（一度火災検出すると、火災状態を保持する機能を 
持った感知器）が作動した約8秒後に、感知器用電源を遮断して感知器と本機を復旧させる機能です。
これにより、「復旧」スイッチを操作せずに順次試験を実施できます。

自動復旧の設定方法

1	 「自動／試験復旧」スイッチを1回押します。蓄積機能が解除されます。
「自動／試験復旧」スイッチ灯が点灯し、
「スイッチ注意」灯が点滅します。
連続した火災信号を受信中に、約8秒間 
経過すると自動的に感知器を復旧させ、 
その動作を繰り返します。

自動復旧の解除方法

1	 「自動／試験復旧」スイッチを2回押します。平常時の監視状態に戻ります。

「自動／試験復旧」スイッチの自動解除

「自動／試験復旧」スイッチを操作後、万一元に戻すのを忘れても、自動／試験復旧の各状態
は、約60分間操作や状態変化が何もないと自動的に解除され、平常時の監視状態に戻ります。

点灯

操作

2回押す

操作
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 3 	 手動の保守点検試験

試験復旧による感知器作動試験
試験復旧とは、自己保持機能を持たない感知器が復旧すると本機も復旧する機能です。
これにより、手動で「復旧」スイッチを操作せずに順次試験を実施できます。
この機能は、自己保持機能を持たない熱式感知器（主に差動式分布型感知器（確認灯無しタイプ）の 
作動）の試験に適しています。

試験復旧の設定方法

1	 「自動／試験復旧」スイッチを2回押します。蓄積機能が解除されます。
「自動／試験復旧」スイッチ灯が点滅し、
「スイッチ注意」灯が点滅します。
自己保持機能を持たない感知器が復旧す
るまで火災警報状態になります。

試験復旧の解除方法

1 	 「自動／試験復旧」スイッチを1回押します。平常時の監視状態に戻ります。

「自動／試験復旧」スイッチの自動解除

「自動／試験復旧」スイッチを操作後、万一元に戻すのを忘れても、自動／試験復旧の各状態
は、約60分間操作や状態変化が何もないと自動的に解除され、平常時の監視状態に戻ります。

2回押す

点滅
操作

操作
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4	 自動の保守点検試験

本機には、168時間（7日間）に1回、以下の試験を自動的に実施する自動試験機能が備わっています
（初期状態の設定の場合、月曜日10時に実施されます）。
● 予備電源試験
● 感知器試験

・ 自動試験機能は、以下の場合には機能しません。

●	火災・連動用感知器の作動時（蓄積機能の作動を含む）

●	ガスもれ検知器の作動時（ガスもれ遅延機能の作動を含む）

●	� 火災試験時、火災手動試験時、総合試験時、手動による自動試験時、手動による予備電源
試験時、ガスもれ試験時

●	「復旧」スイッチの操作時

●	メニュー画面操作時

●	「防排煙起動/復帰」スイッチの操作時

●	予備電源の異常時

・ 自動試験が実行できなかった場合「自動試験実行不能」異常が発生します。

・ �「自動試験実行不能」は、自動試験実行不能の要因を取り除いたうえで、手動で自動試験を
実行し正常終了することで復旧します。

ここでは、各自動試験時の本機の動作について説明します。

予備電源試験時の動作
予備電源試験時は以下のように動作します。

予備電源試験

予備電源試験中
26.4V

「スイッチ注意」灯が
点滅します。

「予備電源試験」スイッチ灯が
点灯します。

LCD画面に予備電源電圧値を
表示します。

「実行」スイッチ灯が
点灯します。

Caution
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感知器試験時の動作
感知器試験時は以下のように動作します。

自動試験

感知器試験中「火災･他 試験」スイッチ灯が
点灯します。

LCD画面に[感知器試験中]を
表示します。

「実行」スイッチ灯が
点灯します。

「スイッチ注意」灯が
点滅します。

各自動試験の結果
〈正常なときは〉
自動試験履歴に正常結果が記憶され、監視状態に戻ります。
〈異常を検出したときは〉
予備電源の異常または感知器の異常を検出すると、自動試験履歴に異常結果が記憶され、試験を終了
します。
異常音響が鳴動し、異常一覧に「自動予備電源試験異常」または「自動試験P-AT異常」が表示されます。 
異常内容を確認し、異常要因を取り除いてから、自動試験を実施してください。異常内容については、
『異常警報一覧』(p.49)を参照してください。
なお、異常内容が「自動試験実行不能」または「自動試験強制終了」の場合は、自動試験を実施するまで
異常警報状態が続きます。

・	試験結果は自動試験履歴に記憶されます。

・	自動試験の異常を検出した場合、異常の要因を取り除いたうえで、手動で自動試験を実行し正常
終了することで異常が復旧します。
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自動試験中に火災などが発生したら		

自動試験中にいずれかの回線が、火災・連動用感知器の作動信号（蓄積機能の作動を含む）や
ガスもれ検知器の作動信号（ガスもれ遅延機能の作動を含む）を受信した場合、自動的に自
動試験が解除され、警報状態になります（蓄積解除していない場合は蓄積状態に、ガスもれ遅
延解除していない場合はガスもれ遅延状態になります）。この場合、「自動試験強制終了」となり

「異常」灯が点滅します。警報状態から復旧したあと、自動試験を実施してください。

定期受信回路試験について

本機は、上記の自動試験とは別に、各回線の火災受信回路およびガスもれ受信回路（ガスもれ
機能付の場合のみ）を試験する定期受信回路試験を実施します。

定期受信回路試験は、自動試験の実施後に続けて実施されます。

定期受信回路試験中は、本機は特に動作しません。試験が終了すると、履歴リストに試験結果
が記憶されます。プリンタ付の場合は、印字もされます。

なお、試験が異常の場合は、異常音響が鳴動し、異常一覧に「定期火災試験異常」または「定期
ガスもれ異常」が表示されます。

Caution
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5	 施工・点検支援モード

施工・点検を支援するモードです。
施工・点検支援モードに入ると各種遮断スイッチなどがオン状態になります。なお、モード終了時には
モードに入る前のスイッチ状態に戻ります。

施工・点検支援モード中の各種状態

●	以下のスイッチがオン状態になります。

・ 保守音響停止 	 ・ 保守地区音響停止 	 ・ 一括遮断 	 ・ 蓄積/遅延解除 

・ 火災代表遮断 	 ・ 非常放送遮断 	 ・ 消火栓遮断 	 ・ 防排煙遮断 

・ オプションスイッチ（遮断設定のみ） 	 ・ プリンタ停止（プリンタ付の場合のみ）

●	 P-AT感知器に関する以下の異常の検出時間が短くなります。

データベース設定により、各種検出時間は短くなります。

●	アドレス重複がある場合、感知器誤応答を表示します。

通常、アドレス重複検出には多くの時間がかかりますが、施工・点検支援モードにすることで、
比較的早く検出できます。

なお、感知器誤応答の要因には、アドレス重複以外に絶縁不良などによるノイズの可能性があ
ります。

有資格者（施工点検者）以外はモードに入らないでください。

施工点検支援モード中
7. 詳細メニュー
8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[ON]

「施工点検支援モード中」を
10秒に1回点滅表示します。異常 検出時間

感知器無応答 4分以内
感知器線断線 4分以内
感知器誤応答 約20分以内
出力値異常 4分以内

Caution
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■ 施工・点検支援モード開始時は

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して［8.施工点検モード］を選択し、「設定
/確認」スイッチを押します。

2	 「実行」スイッチを押します。施工・点検支援モードがONになります。
スイッチ注意灯が点滅、画面タイトル行に

［施工点検支援モード中］と10秒ごとに
表示されます。また、メニューの表示が
[ON]に切り替わります。

■ 施工・点検支援モード終了時は

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して［8.施工点検モード］を選択し、「設定
/確認」スイッチを押します。

2	 「実行」スイッチを押します。施工・点検支援モードがOFFになり、モード
に入る前のスイッチ状態に戻ります。
メニューの表示が[OFF]に切り替わります。
また、スイッチ状態が施工・点検支援モード

（ON）の前の状態に戻ります。

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[OFF]
7. 詳細メニュー

00:00

操作

施工点検支援モード

［実行］で入る

施工点検者以外はﾓｰﾄﾞ
に入らないでください。

施工点検支援モード中

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[ON]
7. 詳細メニュー

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[ON]
7. 詳細メニュー

00:00

操作

施工点検支援モード

［実行］で解除

施工点検支援モードを
解除します。

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[OFF]
7. 詳細メニュー

00:00
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1	 スイッチ注意要因一覧

スイッチ注意灯点滅時の点滅要因となっているスイッチを確認できます。
スイッチ注意灯点滅時は、何らかのスイッチ操作が行われている状態であることを示しています。

■ 一覧の見方

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチ
を押して［スイッチ注意要因一覧］を選択
します。

2	 「設定/確認」スイッチを押します。スイッチ注意要因が一覧表示されます。
複数の項目がある場合、「△上」「▽下」 
スイッチで項目を切り替えて一覧を確認し
ます。

スイッチ注意要因
施工･点検支援モード 地区音響停止 火災試験モード
故障機器遮断 保守音響停止 ガスもれ試験モード※3

メッセージ表示機個別遮断 保守地区音響停止 総合試験モード
一括遮断 保守異常音響停止 自動試験（手動）モード
火災代表遮断 蓄積解除 防排煙起動/復帰モード※1

非常放送遮断 遅延解除※3 訓練モード
消火栓遮断 蓄積・遅延解除※3 感知器読み込み中
防排煙遮断※1 自動復旧モード スイッチ注意入力※4

オプションスイッチ 試験復旧モード
プリンタ停止※2 地区音響一斉鳴動（手動）

※1︰複合火災受信機の場合のみ
※2︰プリンタ付の場合のみ
※3︰ガスもれ機能付の場合のみ
※4︰特盤の場合のみ

メニュー

2. ｽｲｯﾁ注意要因一覧
3. 訓練モード

1. 異常一覧 [00 件 ]

00:00

操作

ｽｲｯﾁ注意要因一覧
故障機器遮断
一括遮断
火災代表遮断

1/2
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ここでは、本機の日時設定の方法について説明します。
初期設定では、「2022/01/01/00:00」に設定されています。

・	本機の運用にあたっては、必ず日時設定を行ってください。 
日時設定を行っていない場合、日時未設定異常が表示されます。

・	設定可能日時範囲は、「2023/01/01/00:00〜2099/12/31/23:59」です。

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチ
を押して、[5.日時設定]を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

2 	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して、日時を設定します。

3	 「実行」スイッチを押します。日時設定が更新されます。

4	 「戻る」スイッチを押し、日時設定を終了	します。

・	電源断の状態が続いた場合※１は日時設定がリセットされ、初期状態（2022年1月1日）になりま
す。再度日時設定を行ってください。

・	 1年に数分のズレが発生する可能性があります。必要に応じて日時設定を行ってください。

※１： 通常は１日～4日でリセットされます。使用環境などにより期間にばらつきがあります。

操作

メニュー

5. 日時設定
6. 履歴

4. 故障機器遮断 [OFF]
00:00

日時設定

2024/04/04　12:00

注意

強制・指示

2	 日時設定
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3	 履歴リストについて

ここでは、履歴リストの確認方法、印字方法、および消去方法について説明します。
なお、履歴リストには、「全履歴」と「自動試験履歴」の2種類があります。

■ 全履歴
全履歴 自動試験履歴を含めた全ての履歴が表示されます。
日時範囲指定 全履歴の検索範囲が設定できます。

イベント指定 [異常][火災][ガスもれ]※1[端末装置][諸警報入力][スイッチ操作]のイベントを
指定し、履歴を表示します。

SDカードへ保存 全履歴をSDカードに保存します。
※1︰ガスもれ機能付の場合のみ

■ 自動試験履歴
全件表示 自動試験対象の履歴が表示されます。
日時範囲指定 試験履歴の検索範囲が設定できます。
SDカードへ保存 自動試験履歴をSDカードに保存します。

・	全履歴は、20,000件まで履歴を記憶できます。履歴が20,000件を超えた場合、古い履歴から
順に上書きされます。

・	自動試験履歴は、30,000件まで履歴を記憶できます。履歴が30,000件を超えた場合、古い 
履歴から順に上書きされます。

履歴リストを確認するには

・	発生イベントがない場合は、[履歴がありません]と表示されます。

・	履歴の表示内容は1画面1履歴とし、新着順に表示されます。「▽（下）」スイッチを押すと古い 
履歴へ、「△（上）」スイッチを押すと新しい履歴へ送ることができます。

全履歴から全件表示の確認方法

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチ
を押して、[6.履歴]を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

操作

メニュー

5. 日時設定
6. 履歴

4. 故障機器遮断 [OFF]
00:00
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2	 [1.全履歴]を選択し、「設定/確認」スイッチ
を押します。

3	 [1.全件表示]を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

履歴が表示されます。
履歴の内容については、『履歴一覧』
(p.101)を参照してください。

4	 履歴が複数ある場合は「△（上）」「▽（下）」
スイッチを押して、表示を切り替えます。

①	発生日時
②	イベント詳細
③	�「▶」表示がある場合「設定/確認」 

スイッチまたは、「▷（右）」スイッチを 
押して詳細確認画面を表示します。

自動試験履歴の確認方法

1 	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチ
を押して、[6.履歴]を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

2	 [2.自動試験履歴]を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

履歴

2. 自動試験履歴
1. 全履歴

全履歴

2. 日時範囲指定
3. イベント指定

1. 全件表示

全履歴
2024/04/04　10:00
感知器線断線回復
L1回線

4000/4000

①
② ③

操作

メニュー

5. 日時設定
6. 履歴

4. 故障機器遮断 [OFF]
00:00

履歴

2. 自動試験履歴
1. 全履歴
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3	 [1.全件表示]（p.93）[2.日時範囲指定]
（p.95）のどちらかを選択し、「設定/確
認」スイッチを押します。

[1.全件表示]を確認する場合は、『全履歴
から全件表示の確認方法』(p.93)の操
作3から操作を続けます。

日時範囲指定
全履歴または自動試験履歴の検索範囲を指定して検索できます。

指定可能範囲は、「2000/01/01 00:00～2099/12/31 23:59」です。

1	 『全履歴から全件表示の確認方法』
(p.93)または『自動試験履歴の確認
方法』(p.94)の操作2までを行います。

2	 [2.日時範囲指定]を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

3	 「現在日時」～「1か月前の日時」が表示されるので、「設定/確認」スイッチを押しま
す。

開始日時設定画面になります。

4	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して、日時を指定し、「設定/
確認」スイッチを押します。

自動試験履歴

2. 日時範囲指定
3. SDカードへ保存

1. 全件表示

全履歴

2. 日時範囲指定
3. イベント指定

1. 全件表示

操作

検索範囲

〜
2024/04/04　12:00

2024/03/04　12:00

開始日時

2024/04/04　12:00
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5	 「▽（下）」スイッチを押して、終了日時を選択し、「設定/確認」スイッチを押します。

終了日時設定画面になります。

6	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して、日時を設定し、「設定/
確認」スイッチを押します。

7	 「実行」スイッチを押します。検索が開始され、履歴が表示されます。
履歴の内容については、『履歴一覧』
(p.101)を参照してください。

8	 履歴が複数ある場合は「△（上）」「▽（下）」
スイッチを押して、表示を切り替えます。

日時範囲指定を選択した場合、以下の操作が可能です。

・ 該当イベントを検索中に「戻る」スイッチを押すと、検索をキャンセルし、前の画面に戻ります。

・ 履歴リスト表示中に「ガイド」スイッチを押すと、指定された日時の範囲を表示します。

検索範囲

〜
2024/04/04　12:00

2024/03/04　12:00

終了日時

2024/03/04　12:00

全履歴
2024/04/04　10:00
感知器線断線回復
L1回線

4000/4000
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イベント指定（全履歴のみ）
[異常][火災][ガスもれ][端末装置][諸警報入力][スイッチ操作]の6つからイベントを指定して検索 
できます（複数選択可）。

1	 『全履歴から全件表示の確認方法』(p.93)の操作2までを行います。

2	 [3.イベント指定]を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

3	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して	イベントを選択し、「設定/確認」スイッチ
を押します。

イベントは複数選択可能です。
イベント項目については、以下を参照して
ください。

イベント項目
1.異常 4.端末装置
2.火災 5.諸警報入力
3.ガスもれ 6.スイッチ操作

4	 「実行」スイッチを押します。履歴が表示されます。
履歴の内容については、『履歴一覧』
(p.101)を参照してください。

5	 履歴が複数ある場合は「△（上）」「▽（下）」
スイッチを押して、表示を切り替えます。

イベント指定を選択した場合、以下の操作が可能です。

・ 履歴リスト表示中に「ガイド」スイッチを押すと、検索したイベント項目を表示します。

操作

全履歴

2. 日時範囲指定
3. イベント指定

1. 全件表示

イベント検索

2. 火災
3. ガスもれ

1. 異常

全履歴
2024/04/04　10:00
感知器線断線回復
L1回線

4000/4000
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履歴リストを印字するには
本機がプリンタ付の場合、履歴リストを印字できます。印字は履歴リストを消去しない限り何回でもでき
ます。

■選択中の履歴を印字する場合

1	 履歴リストを確認し、印字したい日時または
イベントを選択します。

確認方法については、『履歴リストを確認
するには』(p.93)を参照してください。

「実行」スイッチ灯が点滅します。

2	 「実行」スイッチを押します。

3	 [1.この履歴を印字]を選択し、「設定/確
認」スイッチを押します。

「実行」スイッチ灯が点滅します。

4	 「実行」スイッチを押します。「実行」スイッチ灯は、印字中は点灯し、印
字が終了すると点滅します。

全履歴
2024/04/04　10:00
感知器線断線回復
L1回線

4000/4000

操作

全履歴
1.この履歴を印字
2.この履歴以降を印字

全履歴

この履歴を印字します。
[実行]で印字開始
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■選択中の履歴以降を印字する場合
選択したイベント以降に発生したすべてのイベントを印字します。
選択した日時またはイベントより前のイベントは、記憶されていても印字されません。

1	 『■選択中の履歴を印字する場合』(p.98)の操作2までを行います。

2	 [2.この履歴以降を印字]を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

「実行」スイッチ灯が点滅します。

3	 「実行」スイッチを押します。「実行」スイッチ灯は、印字中は点灯し、印
字が終了すると点滅します。

印字の中止について

印字を途中で中止する場合は、以下のように操作してください。

1	 「戻る」スイッチまたは「プリンタ停止」	スイッチを押します。
印字中止中にイベントが発生した場合、
印字はされませんが、メモリには記憶され
ます。

操作

全履歴
1.この履歴を印字
2.この履歴以降を印字

全履歴
この履歴から最新履歴ま
でを印字します。
[実行]で印字開始

全履歴
履歴印字中

[戻る][ﾌ゚ ﾘﾝﾀ停止]
で印字中止
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履歴リストを一括消去するには

履歴リストの一括消去は、[1.全履歴][2.自動試験履歴]を別々に行う必要があります。

有資格者以外は、履歴リストを消去しないでください。

1	 『全履歴』（p.93）または、『自動試験履歴』（p.94）のいずれか履歴削除を行い
たい方を選択し、「設定/確認」スイッチを	
押します。

2	 「メニュー（保守）」スイッチを押します。「メニュー（保守）」スイッチ灯が点灯します。

3	 「戻る」スイッチを10秒間押します。

4	 「実行」スイッチを押します。履歴が消去され、履歴に[全履歴消去]が
記録されます。
プリンタ付の場合は、履歴リストを一括消
去した日時と、一括消去が印字されます。

履歴リスト表示中に操作２～４を行っても消去が可能です。

注意

禁　止

全履歴

2. 日時範囲指定
3. イベント指定

1. 全件表示

操作

約10秒間

2

3

全履歴

［実行］で消去
履歴を消去します。
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履歴一覧
各イベントでの内容について説明します。

■ 全履歴（記憶できる履歴件数︰20,000件）
注） 「■」「●」︰数字
注） �オプションメッセージなどの詳細情報がある場合、LCD画面右下に「▶」が表示され、「設定/確認」ス

イッチを押すと内容を確認できます。
注）� 【種別名称】、【状態文字】、【移報先】、【スイッチ名称】、【オプションメッセージ】はデータベースの 

設定内容を表示します。
注） ホスト制御による履歴の場合、LCD画面の日時の右に「HOST」と表示されます。
No イベント内容 LCD履歴画面
1      電源ON 電源ON
2      DBモード DBモード
3      施工点検モードON 施工点検モードON
4      施工点検モードOFF 施工点検モードOFF
5      システム停止 システム停止
6      日時設定（変更前の日時） 日時設定(旧)
7      日時設定（変更後の日時） 日時設定(新)
8      全履歴消去 全履歴消去
9      自動試験履歴消去 自動試験履歴消去
10     メモリ異常 メモリ異常
11     メモリ異常回復 メモリ異常回復
12     DB異常 DB異常
13     DB異常回復 DB異常回復
14     日時未設定 日時未設定
15     日時未設定回復 日時未設定回復
16     交流電源断 交流電源断
17     交流電源断回復 交流電源断回復
18     予備電源異常 予備電源異常
19     予備電源異常回復 予備電源異常回復
20     回路電圧異常 回路電圧異常
21     回路電圧異常回復 回路電圧異常回復
22     プリンタ異常 プリンタ異常
23     プリンタ異常回復 プリンタ異常回復
24     スピーカ異常 スピーカ異常
25     スピーカ異常回復 スピーカ異常回復
26     SDカード異常 SDカード異常
27     SDカード異常回復 SDカード異常回復
28     LCD脱落 LCD脱落
29     LCD脱落回復 LCD脱落回復
30     発信機応答線入力異常 発信機応答線入力異常
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No イベント内容 LCD履歴画面

31     発信機応答線入力異常回復 発信機応答線入力異常
回復

32     FPヒューズ断 FPﾋｭｰｽﾞ断
33     FPヒューズ断回復 FPﾋｭｰｽﾞ断回復
34     FIヒューズ断 FIﾋｭｰｽﾞ断
35     FIヒューズ断回復 FIﾋｭｰｽﾞ断回復
36     FCヒューズ断 FCﾋｭｰｽﾞ断
37     FCヒューズ断回復 FCﾋｭｰｽﾞ断回復
38     FAヒューズ断 FAﾋｭｰｽﾞ断
39     FAヒューズ断回復 FAﾋｭｰｽﾞ断回復
40     FBKヒューズ断 FBKﾋｭｰｽﾞ断
41     FBKヒューズ断回復 FBKﾋｭｰｽﾞ断回復

42     FDCヒューズ断 FDCﾋｭｰｽﾞ断
SLU●

43     FDCヒューズ断回復 FDCﾋｭｰｽﾞ断回復
SLU●

44     MCU-スレーブ間伝送異常(FLU)
伝送異常
MCU-FLU●

45     MCU-スレーブ間伝送異常回復(FLU)
伝送異常回復
MCU-FLU●

46     MCU-スレーブ間伝送異常(SLU)
伝送異常
MCU-SLU●

47     MCU-スレーブ間伝送異常回復(SLU)
伝送異常回復
MCU-SLU●

48     MCU-スレーブ間伝送異常(GLU)
伝送異常
MCU-GLU●

49     MCU-スレーブ間伝送異常回復(GLU)
伝送異常回復
MCU-GLU●

50     MCU-スレーブ間伝送異常(ROU)
伝送異常
MCU-ROU●

51     MCU-スレーブ間伝送異常回復(ROU)
伝送異常回復
MCU-ROU●

52     MCU-スレーブ間伝送異常(SOU)
伝送異常
MCU-SOU●

53     MCU-スレーブ間伝送異常回復(SOU)
伝送異常回復
MCU-SOU●

54     MCU-スレーブ間伝送異常(BCU)
伝送異常
MCU-BCU●

55     MCU-スレーブ間伝送異常回復(BCU)
伝送異常回復
MCU-BCU●
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No イベント内容 LCD履歴画面

56     MCU-PSU間伝送異常
伝送異常
MCU-PSU

57     MCU-PSU間伝送異常回復
伝送異常回復
MCU-PSU

58     MCU-LPU間伝送異常
伝送異常
MCU-LPU●

59     MCU-LPU間伝送異常回復
伝送異常回復
MCU-LPU●

60     表示機伝送異常
表示機伝送異常
表示機●

61     表示機伝送異常回復
表示機伝送異常回復
表示機●

62     メッセージ表示機異常
メッセージ表示機異常
表示機●

63     メッセージ表示機異常回復
メッセージ表示機異常回復
表示機●

64     ホスト伝送異常 外部伝送異常
65     ホスト伝送異常回復 外部伝送異常回復
66     非常放送線断線 非常放送線断線
67     非常放送線断線回復 非常放送線断線回復
68     非常放送線短絡 非常放送線短絡
69     非常放送線短絡回復 非常放送線短絡回復

70     感知器線断線
感知器線断線
L■回線　　　　▶

71     感知器線断線回復
感知器線断線回復
L■回線　　　　▶

72     ガスもれ検知器異常
ｶﾞｽもれ検知器異常
GL■回線　　　 ▶

73     ガスもれ検知器異常回復
ｶﾞｽもれ検知器異常回復
GL■回線　　　 ▶

74     地区音響線断線(PSU)
地区音響線断線
BKC-BKF　　　　▶

75     地区音響線断線回復(PSU)
地区音響線断線回復
BKC-BKF　　　　▶

76     地区音響線断線(PSU)
地区音響線断線
F■　　 　　　　▶

77     地区音響線断線回復(PSU)
地区音響線断線回復
F■　　 　　　　▶

78     地区音響線断線(BCU)
地区音響線断線
K■　　 　　　　▶

79     地区音響線断線回復(BCU)
地区音響線断線回復
K■　　 　　　　▶
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No イベント内容 LCD履歴画面

80     地区音響線短絡(PSU)
地区音響線短絡
BKC-BKF　　　　▶

81     地区音響線短絡回復(PSU)
地区音響線短絡回復
BKC-BKF　　　　▶

82     地区音響線短絡(PSU)
地区音響線短絡
F■　　 　　　　▶

83     地区音響線短絡回復(PSU)
地区音響線短絡回復
F■　　 　　　　▶

84     地区音響線短絡(BCU)
地区音響線短絡
K■　　 　　　　▶

85     地区音響線短絡回復(BCU)
地区音響線短絡回復
K■　　 　　　　▶

86     不作動
【種別名称】 不作動
D■回線　　　　 ▶

87     予備電源試験（手動）開始
予備電源試験(手動)
開始

88     予備電源試験（手動）正常終了
予備電源試験(手動)
正常終了 24.0V ※１

89     予備電源試験（手動）異常終了
予備電源試験(手動)
異常終了 20.4V　または　34.0V

90     予備電源試験（手動）強制終了
予備電源試験(手動)
強制終了

91     定期火災試験正常 定期火災試験正常

92     定期火災試験異常
定期火災試験異常
L■回線　　　　　▶

93     定期ガスもれ試験正常 定期ｶﾞｽもれ試験正常

94     定期ガスもれ試験異常
定期ｶﾞｽもれ試験異常
GL■回線　　　　　▶

95     総合試験正常 総合試験正常
96     総合試験正常（ガスもれ） 総合試験正常(ガス)

97     総合試験異常
総合試験異常
L■　　　　　　　▶

98     総合試験異常（ガスもれ）
総合試験異常
GL■　　　　　　　▶

99     火災手動試験異常
火災試験P-AT異常
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　 ▶

100   自動予備電源試験（手動/自動）正常
自動予備電源試験
正常 24.0V ※１

101   自動予備電源試験（手動/自動）異常
自動予備電源試験
異常 20.4V　または　34.0V

102   自動予備電源試験（手動）強制終了
自動予備電源試験(手動
強制終了
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No イベント内容 LCD履歴画面

103   自動予備電源試験（自動）強制終了
自動予備電源試験(自動
強制終了

104   感知器試験正常（手動/自動） 自動試験P-AT
正常

105   感知器試験異常（手動/自動） 自動試験P-AT
異常

106   感知器試験異常（手動/自動）回線、アドレス情報
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●
【オプションメッセージ】

107   感知器試験（手動）強制終了
自動試験P-AT(手動)
強制終了

108   感知器試験（自動）強制終了
自動試験P-AT(自動)
強制終了

109   自動試験（手動）正常終了
自動試験(手動)
正常終了 24.0V ※１

110   自動試験（自動）正常終了
自動試験(自動)
正常終了 24.0V ※１

111   自動試験（手動）異常終了
自動試験(手動)
異常終了

112   自動試験（自動）異常終了
自動試験(自動)
異常終了

113   自動試験（手動）実行不能
自動試験(手動)
実行不能

114   自動試験（自動）実行不能
自動試験(自動)
実行不能

115   感知器読み込み完了 感知器読み込み完了
116   感知器読み込み失敗 感知器読み込み失敗
117   感知器読み込み中止 感知器読み込み中止

118   感知器確認灯点灯
感知器確認灯点灯
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

119   感知器確認灯点灯失敗
感知器確認灯点灯失敗
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

120   感知器確認灯消灯
感知器確認灯消灯
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

121   感知器確認灯消灯失敗
感知器確認灯消灯失敗
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

122   感知器誤応答クリア
感知器誤応答ｸﾘｱ
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

123   感知器誤応答クリア失敗
感知器誤応答ｸﾘｱ失敗
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

124   感知器トレンド取得
感知器ﾄﾚﾝﾄﾞ取得
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶
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125   感知器トレンド取得失敗
感知器ﾄﾚﾝﾄﾞ取得失敗
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

126   汚れ量トレンド取得
汚れ量ﾄﾚﾝﾄﾞ取得
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

127   汚れ量トレンド取得失敗
汚れ量ﾄﾚﾝﾄﾞ取得失敗
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

128   トレサビ取得（手動）完了
ﾄﾚｻﾋﾞ取得(手動)完了
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

129   トレサビ取得（手動）失敗
ﾄﾚｻﾋﾞ取得(手動)失敗
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

130   トレサビ取得（手動）中止
ﾄﾚｻﾋﾞ取得(手動)中止
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

131   感知器未接続
感知器未接続
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

132   感知器未接続回復
感知器未接続回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

133   感知器無応答
感知器無応答
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

134   感知器無応答回復
感知器無応答回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

135   感知器誤応答
感知器誤応答
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

136   感知器誤応答回復
感知器誤応答回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

137   AD60終端設定異常
AD60終端設定異常
L■回線　　　　　　　▶

138   AD60終端設定異常回復
AD60終端設定異常回復
L■回線　　　　　　　▶

139   P-AT回線設定異常
P-AT回線設定異常
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

140   P-AT回線設定異常回復
P-AT回線設定異常回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

141   出力値異常
出力値異常
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

142   出力値異常回復
出力値異常回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

143   出力値異常（汚損）
出力値異常(汚損)
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

144   出力値異常（汚損）回復
出力値異常(汚損)回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

145   出力値異常（受光量過大）
出力値異常(光大)
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶
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146   出力値異常（受光量過大）回復
出力値異常(光大)回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

147   出力値異常（受光量過小）
出力値異常(光小)
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

148   出力値異常（受光量過小）回復
出力値異常(光小)回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

149   出力値異常（遮断）
出力値異常(遮断)
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

150   出力値異常（遮断）回復
出力値異常(遮断)回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

151   火災蓄積[一般]
【種別名称】 蓄積
L■回線　　　　　　　▶

152   火災蓄積[アドレス付]
【種別名称】 蓄積
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

153   火災蓄積（試験）[一般]
【種別名称】 試験蓄積
L■回線　　　　　　　▶

154   火災蓄積（試験）[アドレス付]
【種別名称】 試験蓄積
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

155   連動用感知器蓄積[一般]
連動用感知器 蓄積
L■回線　　　　　　　▶

156   連動用感知器蓄積[アドレス付]
連動用感知器 蓄積
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

157   連動用感知器蓄積（試験）[一般]
連動用感知器 試験蓄積
L■回線　　　　　　　▶

158   連動用感知器蓄積（試験）[アドレス付]
連動用感知器 試験蓄積
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

159   火災[一般]
【種別名称】 火災
L■回線　　　　　　　▶

160   火災[アドレス付]
【種別名称】 火災
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

161   火災（試験）[一般]
【種別名称】 試験火災
L■回線　　　　　　　▶

162   火災（試験）[アドレス付]
【種別名称】 試験火災
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

163   連動用感知器発報[一般]
連動用感知器 発報
L■回線　　　　　　　▶

164   連動用感知器発報[アドレス付]
連動用感知器 発報
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

165   連動用感知器発報（試験）[一般]
連動用感知器 試験発報
L■回線　　　　　　　▶
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166   連動用感知器発報（試験）[アドレス付]
連動用感知器 試験発報
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

167   トレンドグラフ
トレンドグラフ
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

168   遅延
【種別名称】 遅延
GL■回線　　　　　　 ▶

169   遅延（試験）
【種別名称】 試験遅延
GL■回線　　　　　　 ▶

170   ガスもれ
【種別名称】 ガスもれ
GL■回線　　　　　　 ▶

171   ガスもれ（試験）
【種別名称】 試験ガスもれ
GL■回線　　　　　　 ▶

172   ガスもれ復帰
【種別名称】 ガスもれ復帰
GL■回線　　　　　　 ▶

173   端末装置起動制御
【種別名称】 起動制御
D■回線　　　　　　　▶

174   端末装置復帰制御
【種別名称】 復帰制御
D■回線　　　　　　　▶

175   端末装置作動
【種別名称】 【状態文字】
DA■回線　　　　　　　▶

176   端末装置復帰
【種別名称】 復帰
DA■回線　　　　　　　▶

177   DA諸警報ON
【種別名称】 【状態文字】
DA■回線　　　　　　　▶

178   DA諸警報OFF
【種別名称】 【状態文字】OFF
DA■回線　　　　　　　▶

179   個別スイッチ ON
【種別名称】 ON
DA■

180   個別スイッチ OFF
【種別名称】 OFF
DA■

181   L諸警報ON
【種別名称】 【状態文字】
L■回線　　　　　　 ▶

182   L諸警報OFF
【種別名称】 【状態文字】OFF
L■回線　　　　　　 ▶

183   LX諸警報ON
【種別名称】 【状態文字】
LX■　　　　　　　　 ▶

184   LX諸警報OFF
【種別名称】 【状態文字】OFF
LX■　　　　　　　　 ▶

185   移報制御（F）
【移報先】 移報制御
F■　　　　　　　　　▶
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186   移報制御（S）
【移報先】 移報制御
S■　　　　　　　　　▶

187   移報制御（K）
【移報先】 移報制御
K■　　　　　　　　　▶

188   発信機作動 発信機作動

189   火災確認信号ON
火災確認信号
ON

190   火災確認信号OFF
火災確認信号
OFF

191   消火栓制御
【種別名称】 制御
H/HC　　　　　　　　▶

192   消火栓始動
【種別名称】 【状態文字】
HL/HV　　　　　　　▶

193   消火栓停止
【種別名称】 【状態文字】OFF
HL/HV　　　　　　　▶

194   非常放送中 非常放送中
195   非常放送中回復 非常放送中回復
196   音響停止 音響停止
197   保守音響停止 保守音響停止
198   保守音響停止解除 保守音響停止解除
199   地区音響一時停止 地区音響一時停止
200   地区音響一時停止解除 地区音響一時停止解除
201   保守地区音響停止 保守地区音響停止
202   保守地区音響停止解除 保守地区音響停止解除
203   地区音響自動停止 地区音響自動停止
204   地区音響自動停止解除 地区音響自動停止解除
205   地区音響一斉鳴動 地区音響一斉鳴動
206   地区音響一斉鳴動解除 地区音響一斉鳴動解除
207   地区音響訓練鳴動 地区音響訓練鳴動
208   地区音響訓練鳴動解除 地区音響訓練鳴動解除
209   保守異常音響停止 保守異常音響停止
210   保守異常音響停止解除 保守異常音響停止解除
211   復旧 復旧
212   蓄積 蓄積
213   蓄積解除 蓄積解除
214   遅延 遅延
215 遅延解除 遅延解除
216   蓄積・遅延 蓄積・遅延
217   蓄積・遅延解除 蓄積・遅延解除
218   自動復旧 自動復旧
219   自動復旧解除 自動復旧解除
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220   試験復旧 試験復旧
221   試験復旧解除 試験復旧解除
222   消火栓遮断 消火栓遮断
223   消火栓遮断解除 消火栓遮断解除
224   非常放送遮断 非常放送遮断
225   非常放送遮断解除 非常放送遮断解除
226   火災代表遮断 火災代表遮断
227   火災代表遮断解除 火災代表遮断解除
228   防排煙遮断 防排煙遮断
229   防排煙遮断解除 防排煙遮断解除
230   一括遮断 一括遮断
231   一括遮断解除 一括遮断解除

23２   メッセージ表示機遮断
ﾒｯｾｰｼﾞ表示機遮断
表示機●

23３   メッセージ表示機遮断解除
ﾒｯｾｰｼﾞ表示機遮断解除
表示機●

234   故障機器遮断 故障機器遮断
235   故障機器遮断解除 故障機器遮断解除
236   プリンタ停止 プリンタ停止
237   プリンタ停止解除 プリンタ停止解除

238   オプションスイッチON
【スイッチ名称】ON
OP■

239  オプションスイッチOFF
【スイッチ名称】OFF
OP■

240   操作無効 操作無効
241   操作無効解除 操作無効解除
242   防排煙一括起動入力ON 防排煙一括起動入力ON
243   防排煙一括起動入力OFF 防排煙一括起動入力OFF
244   他異常（TR入力端子）ON 他異常(TR入力端子)ON
245   他異常（TR入力端子）OFF 他異常(TR入力端子）OFF
246   スイッチ注意入力ON ｽｲｯﾁ注意入力ON
247  スイッチ注意入力OFF ｽｲｯﾁ注意入力OFF

※1︰試験終了時の電圧が表示されます。
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■ 自動試験履歴（記憶できる履歴件数︰30,000件）
注）「■」「●」︰数字
注）�オプションメッセージなどの詳細情報がある場合、LCD画面右下に「▶」が表示され、「設定/確認」ス

イッチを押すと内容を確認できます。
注）� 【種別名称】、【状態文字】、【移報先】、【スイッチ名称】、【オプションメッセージ】はデータベースの 

設定内容を表示します。
注）ホスト制御による履歴の場合、LCD画面の日時の右に「HOST」と表示されます。
No イベント内容 LCD履歴画面
1 自動試験履歴消去 自動試験履歴消去
2 交流電源断 交流電源断
3 交流電源断回復 交流電源断回復
4 予備電源異常 予備電源異常
5 予備電源異常回復 予備電源異常回復
6 回路電圧異常 回路電圧異常
7 回路電圧異常回復 回路電圧異常回復
8 FPヒューズ断 FPﾋｭｰｽﾞ断
9 FPヒューズ断回復 FPﾋｭｰｽﾞ断回復
10 FIヒューズ断 FIﾋｭｰｽﾞ断
11 FIヒューズ断回復 FIﾋｭｰｽﾞ断回復
12 FCヒューズ断 FCﾋｭｰｽﾞ断
13 FCヒューズ断回復 FCﾋｭｰｽﾞ断回復
14 FAヒューズ断 FAﾋｭｰｽﾞ断
15 FAヒューズ断回復 FAﾋｭｰｽﾞ断回復
16 FBKヒューズ断 FBKﾋｭｰｽﾞ断
17 FBKヒューズ断回復 FBKﾋｭｰｽﾞ断回復

18 FDCヒューズ断 FDCﾋｭｰｽﾞ断
SLU●

19 FDCヒューズ断回復 FDCﾋｭｰｽﾞ断回復
SLU●

20     MCU-スレーブ間伝送異常(FLU)
伝送異常
MCU-FLU●

21 MCU-スレーブ間伝送異常回復(FLU)
伝送異常回復
MCU-FLU●

22     MCU-スレーブ間伝送異常(SLU)
伝送異常
MCU-SLU●

23     MCU-スレーブ間伝送異常回復(SLU)
伝送異常回復
MCU-SLU●

24     MCU-スレーブ間伝送異常(GLU)
伝送異常
MCU-GLU●

25     MCU-スレーブ間伝送異常回復(GLU)
伝送異常回復
MCU-GLU●
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26     MCU-スレーブ間伝送異常(ROU)
伝送異常
MCU-ROU●

27     MCU-スレーブ間伝送異常回復(ROU)
伝送異常回復
MCU-ROU●

28     MCU-スレーブ間伝送異常(SOU)
伝送異常
MCU-SOU●

29     MCU-スレーブ間伝送異常回復(SOU)
伝送異常回復
MCU-SOU●

30   MCU-スレーブ間伝送異常(BCU)
伝送異常
MCU-BCU●

31     MCU-スレーブ間伝送異常回復(BCU)
伝送異常回復
MCU-BCU●

32     MCU-PSU間伝送異常
伝送異常
MCU-PSU

33     MCU-PSU間伝送異常回復
伝送異常回復
MCU-PSU

34     MCU-LPU間伝送異常
伝送異常
MCU-LPU●

35     MCU-LPU間伝送異常回復
伝送異常回復
MCU-LPU●

36    感知器線断線
感知器線断線
L■回線　　　　▶

37     感知器線断線回復
感知器線断線回復
L■回線　　　　▶

38     地区音響線断線(PSU)
地区音響線断線
BKC-BKF　　　　▶

39     地区音響線断線回復(PSU)
地区音響線断線回復
BKC-BKF　　　　▶

40     地区音響線断線(PSU)
地区音響線断線
F■　　 　　　　▶

41     地区音響線断線回復(PSU)
地区音響線断線回復
F■　　 　　　　▶

42     地区音響線断線(BCU)
地区音響線断線
K■　　 　　　　▶

43     地区音響線断線回復(BCU)
地区音響線断線回復
K■　　 　　　　▶

44    地区音響線短絡(PSU)
地区音響線短絡
BKC-BKF　　　　▶

45    地区音響線短絡回復(PSU)
地区音響線短絡回復
BKC-BKF　　　　▶
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46     地区音響線短絡(PSU)
地区音響線短絡
F■　　 　　　　▶

47    地区音響線短絡回復(PSU)
地区音響線短絡回復
F■　　 　　　　▶

48   地区音響線短絡(BCU)
地区音響線短絡
K■　　 　　　　▶

49     地区音響線短絡回復(BCU)
地区音響線短絡回復
K■　　 　　　　▶

50   自動予備電源試験（手動/自動）正常
自動予備電源試験
正常 24.0V ※１

51   自動予備電源試験（手動/自動）異常
自動予備電源試験
異常 20.4V　または　34.0V

52   自動予備電源試験（手動）強制終了
自動予備電源試験(手動
強制終了

53   自動予備電源試験（自動）強制終了
自動予備電源試験(自動
強制終了

54   感知器試験正常（手動/自動） 自動試験P-AT
正常

55   感知器試験異常（手動/自動） 自動試験P-AT
異常

56   感知器試験異常（手動/自動）回線、アドレス情報
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●
【オプションメッセージ】

57   感知器試験（手動）強制終了
自動試験P-AT(手動)
強制終了

58   感知器試験（自動）強制終了
自動試験P-AT(自動)
強制終了

59   自動試験（手動）正常終了
自動試験(手動)
正常終了 24.0V ※１

60   自動試験（自動）正常終了
自動試験(自動)
正常終了 24.0V ※１

61   自動試験（手動）異常終了
自動試験(手動)
異常終了

62   自動試験（自動）異常終了
自動試験(自動)
異常終了

63   自動試験（手動）実行不能
自動試験(手動)
実行不能

64   自動試験（自動）実行不能
自動試験(自動)
実行不能

65 感知器無応答
感知器無応答
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶
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66 感知器無応答回復
感知器無応答回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

67 感知器誤応答
感知器誤応答
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

68   感知器無応答回復
感知器無応答回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

69 出力値異常
出力値異常
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

70 出力値異常回復
出力値異常回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

71 出力値異常（汚損）
出力値異常(汚損)
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

72 出力値異常（汚損）回復
出力値異常(汚損)回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

73 出力値異常（受光量過大）
出力値異常(光大)
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

74 出力値異常（受光量過大）回復
出力値異常(光大)回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

75 出力値異常（受光量過小）
出力値異常(光小)
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

76 出力値異常（受光量過小）回復
出力値異常(光小)回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

77 出力値異常（遮断）
出力値異常(遮断)
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

78 出力値異常（遮断）回復
出力値異常(遮断)回復
L■回線 ｱﾄﾞﾚｽ●　　　▶

※1︰試験終了時の電圧が表示されます。

履歴リストを印字した場合、ホスト制御で発生したイベントには、イベントの最初に★マークが
付きます。
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履歴リストの保存方法

・	履歴リストの保存の前に、本機にSDカードが取り付けられていることを確認してください。SDカー
ドの取り付け方法は『■ SDカードの取り付け・取り外し⽅法』(p.130)を参照してください。 
また、SDカードの取り扱いに関する注意事項などは、『12.SDカードの取り扱いについて』
(p.130)を参照してください。

・	履歴リストの保存は、[1.全履歴][2.自動試験履歴]を別々に行う必要があります。また、[イベント
指定][日時指定]の履歴リスト保存は行えません。

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチ
を押して[6.履歴]を選択し、「設定/確認」
スイッチを押します。

2	 [1.全履歴]または[2.自動試験履歴]を	
選択し、「設定/確認」スイッチを押します。

3	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して[4.SDカードへ保存]を選択し、「設定/確
認」スイッチを押します。

操作２で、[2.自動試験履歴]を選択した 
場合、[3.SDカードへ保存]を選択します。

4	 「実行」スイッチを押します。SDカードに履歴リストが保存されます。

操作

メニュー

5. 日時設定
6. 履歴

4. 故障機器遮断 [OFF]
00:00

履歴

2. 自動試験履歴
1. 全履歴

全履歴
4. SDカードへ保存

SDカードへ保存

［実行］で開始

履歴をSDカードに保存
します。
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4	 感知器の接続数を確認するには

接続されているP-AT感知器の個数を確認できます。
数量は、全数と回線毎の両方を表示し、感知器のアドレスも確認することができます。

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチを
押して［7.詳細メニュー］を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して	[1.感知器接続台数確認]を選択し、「設定
/確認」スイッチを押します。

3	 「△(上)」「▽(下)」「◁(左)」「▷(右)」	スイッチを押して確認したい回線を選択し、
「設定/確認」スイッチを押します。

全数 すべての回線に繋がっている感
知器の数

回線 確認したい回線

個数 選択した回線に繋がっている感
知器の数

4	 「△(上)」「▽(下)」を押してページを切り替え、アドレスを確認できます。

「戻る」スイッチを押すことで、前の画面に
戻ります。

無応答・未接続の場合、アドレスに下線が表示されます。

未接続感知器︰データベース上のP-ATオプションメッセージ登録
はあるが、接続は確認できない感知器

無応答︰一度接続が確認できた後、通信できなくなった感知器

①分母︰�接続が確認できたP-AT感知器とデータベースでP-ATオプションメッセージを設定
したP-AT感知器の総数

②分子︰現在接続されているP-AT感知器の個数

（例）無応答が発生した場合、分母は変わりませんが、分子が一つ減ります。

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[OFF]
7. 詳細メニュー

00:00

操作

詳細メニュー

2. 感知器読み込み
1. 感知器接続台数確認

3. 感知器トレンド確認

感知器接続台数確認
全数
回線
個数

1 2 0 0
0 0 1

3 0 / 3 0

L001[30/30]　ｱﾄﾞﾚｽ
01 02 03 04 05 06 07
08 09 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21

L001[09/15]　ｱﾄﾞﾚｽ
01 02 03 04 05 06 07
08 09 10 11 12 13 14
15

①②
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5	 感知器の読み込み

P-AT感知器の接続状態を、現在の状態に更新します。

本機能は、現在接続されている感知器の状態を読み込むため、無応答異常が発生している感
知器は接続無しに更新します。そのため、無応答の異常が消える可能性がありますので注意
してください。

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチを
押して［7.詳細メニュー］を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して［2.感知器読み込み］を選択し、「設定/確
認」スイッチを押します。

3	 「実行」スイッチを押します。読み込みが開始されます。
読み込みが完了すると自動でメニューに
戻ります。

完了前に「戻る」スイッチを押すとキャンセル
されます。

読み込みを中止した場合は

読み込みを中止した場合、読み込み開始前の感知器接続状態にデータが戻ります。

Caution

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[OFF]
7. 詳細メニュー

00:00

操作

詳細メニュー

2. 感知器読み込み
1. 感知器接続台数確認

3. 感知器トレンド確認

感知器読み込み

［実行］で開始

感知器の接続確認を行
います

感知器読み込み

［戻る］で中止
残り  120 秒
読み込み中
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6	 感知器トレンド確認

進PⅣ感知器の3分間の煙濃度変化や温度変化をグラフ表⽰から確認できます。

感知器トレンド機能は光電式感知器と定温式感知器のみの機能です。

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチを
押して［7.詳細メニュー］を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して［3.感知器トレンド確認］を選択し、「設定
/確認」スイッチを押します。

3	 「△（上）」「▽（下）」「◁(左)」「▷(右)」	スイッチを押して回線やアドレスを選択し、
「実行」スイッチを押します。

感知器トレンドグラフが表⽰されます。

感知器トレンドグラフの読み取りについて
は、『■ ⽕災トレンド・感知器トレンドグラ
フ』(p.122)を参照してください。

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[OFF]
7. 詳細メニュー

00:00

操作

詳細メニュー

3. 感知器トレンド確認
2. 感知器読み込み
1. 感知器接続台数確認

感知器トレンド確認
回 線　 アドレス

[実行 ]で取得開始
０１００１

火災ﾄﾚﾝﾄﾞ 001-01
15
%/m

10
5
0
3 2 1 0分
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7	 感知器汚れ量確認

進PⅣ感知器（光電式）の汚れ量やその変化を確認できます。

感知器汚れ量確認は光電式感知器のみの機能です。

■ 汚れ量（最新）
〈汚れ量順表⽰〉

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチを
押して［7.詳細メニュー］を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して［4.感知器汚れ量確認］を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

3	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して	［汚れ量(最新)］を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

4	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して	［汚れ量順表⽰(20件)］を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

汚れ量の多い順に汚れ量を表示します。

5	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して、	感知器を切り替え、数値を確認できます。

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[OFF]
7. 詳細メニュー

00:00

操作

詳細メニュー

6. DB設定確認
5. メッセージ表示機遮断
4. 感知器汚れ量確認

感知器汚れ量確認

汚れ量ﾄﾚﾝﾄ（゙15カ月）
汚れ量（最新）

感知器汚れ量確認

回線指定
汚れ量順表示 (20件 )

汚れ量順

汚れ量 ： －12.0 %/m
正常範囲：± 5.0 %/m

001回線  AD01
1/20
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〈回線指定〉

1	 『■ 汚れ量（最新）』の『〈汚れ量順表⽰〉』(p.119)操作３まで行います。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して	［回線指定］項⽬を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

3	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して、確認したい回線を選択
し、「設定/確認」スイッチを押します。

4	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して、	回線内のアドレスを切り替え、数値を確認
できます。

■汚れ量トレンド（１５ヵ⽉）

1	 『■ 汚れ量（最新）』の『〈汚れ量順表⽰〉』(p.119)操作2まで行います。

2	 感知器汚れ量確認メニューから「△（上）」
「▽（下）」スイッチを押して［汚れ量トレ
ンド(15ヵ月)］を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

操作

感知器汚れ量確認

回線指定
汚れ量順表示 (20件 )

感知器汚れ量確認
回線
００１

感知器汚れ量確認

汚れ量 ： －12.0 %/m
正常範囲：± 5.0 %/m

001回線  AD01

操作

感知器汚れ量確認

汚れ量ﾄﾚﾝﾄ（゙15カ月）
汚れ量（最新）
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3	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して、確認したい回線や	
アドレスを選択し、「実行」スイッチを押し
ます。

汚れ量トレンドグラフが表⽰されます。

汚れ量トレンドグラフの読み取りについて
は、『■ 汚れ量トレンドグラフ』(p.123)
を参照してください。

汚れ量ﾄﾚﾝﾄﾞ(15 ヶ月 )

回 線　 アドレス
０１００１

[ 実行 ]で取得開始

汚れ量ﾄﾚﾝﾄﾞ 001-01%/m

2.4
0
2.4

14 12 10 8 6 4 2 0

ヵ
月
前
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8	 トレンドグラフ

ここでは、各トレンドグラフの項⽬を解説します。

・	火災トレンド、感知器トレンドグラフに対応しているのは進PⅣ感知器の光電式感知器と定温式 
感知器です。

・	汚れ量トレンドグラフに対応しているのは進PⅣ感知器の光電式感知器です。

■ ⽕災トレンド・感知器トレンドグラフ
感知器発報時（⽕災トレンド）および感知器トレンド確認操作（7.詳細メニュー）にて、感知器から3分間の
トレンドデータを取得し、トレンドグラフとして表⽰します。
〈グラフ例〉

火災ﾄﾚﾝﾄﾞ 001-01
15
%/m

10
5
0
3 2 1 0分

タイトル 回線 アドレス

横棒点線：火災しきい値

横軸：分

縦軸：アナログ値

タイトル 感知器発報時、「⽕災トレンド 回線-アドレス」
感知器トレンド確認操作時、「トレンド 回線-アドレス」

縦軸 アナログ値（熱感知器[℃]、煙感知器[%/m]）
横軸 分（左から右につれて最新情報）
横棒点線 ⽕災しきい値

注） 煙感知器の一過性の煙による非火災法対策などにより、しきい値を超えたグラフになる場合があります。
注） �感知器トレンドは、本機と感知器との通信のタイミングにより、感知器が火災と判断していない場合にもしき

い値を超えたグラフになる場合があります。

〈グラフの分類表〉
分類 種別 火災しきい値 縦軸単位

光電
1種 5

%/m2種 10
3種 15

定温
特種 65

℃1種 75
2種 なし

炎感知器 なし トレンドグラフなし

差動
1種

トレンドグラフなし
2種
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■ 汚れ量トレンドグラフ
汚れ量確認操作（7.詳細メニュー）により、感知器から現在を０ヵ⽉とした、過去15ヵ⽉分の汚れ量トレン
ドデータを取得し、トレンドグラフとして表⽰します。
〈グラフ例〉

汚れ量ﾄﾚﾝﾄﾞ 001-01%/m

0

14 12 10 8 6 4 2 0

ヵ
月
前

2.4

2.4
横棒点線：汚れ量しきい値

タイトル

縦軸：汚れ量

横軸：月

回線 アドレス

タイトル 汚れ量トレンド 回線-アドレス
縦軸 汚れ量[%/m]
横軸 14ヵ月前（左から右につれて最新情報）

横棒点線 汚れ量正常範囲のしきい値
（しきい値を超えた場合に出⼒値異常となる）

〈グラフの分類表〉
分類 種別 汚れ量しきい値 縦軸単位

光電
1種 ±2.4

%/m2種 ±5.0
3種 ±7.4
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9	 メッセージ表示機遮断

メッセージ表示機を選択して、個別に通信を遮断することができます。

オプションスイッチにメッセージ表示機遮断を設定している場合、オプションスイッチ操作または
一括遮断スイッチ操作によって、すべてのメッセージ表示機への通信を遮断できます。
なお、その場合の遮断状態は、本設定には反映されません。

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチ
を押して［7.詳細メニュー］を選択し、「設
定/確認」スイッチを押します。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して	［5.メッセージ表示機遮断］を選択し、「設
定/確認」スイッチを押します。

3	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」スイッチを押して、通信を遮断したいアドレ
スを選択し、「設定/確認」スイッチを押し
ます。

遮断完了です。

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[OFF]
7. 詳細メニュー

00:00

操作

詳細メニュー

6. DB設定確認

4. 感知器汚れ量確認
5. メッセージ表示機遮断

メッセージ表示機遮断
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10	データベース設定の確認

データベース（DB)設定内容の確認と、データベースをSDカードへアップロードすることができます。

■ データベース設定内容の確認

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチを
押して［7.詳細メニュー］を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して	［6.DB設定確認］を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

3	 ［DB設定内容の確認］を選択し、「設定/確認」スイッチを押すと、データベース	
設定した内容を各種確認できます。

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[OFF]
7. 詳細メニュー

00:00

操作

詳細確認メニュー

6. DB設定確認

4. 感知器汚れ量確認
5. メッセージ表示機遮断

DB設定確認

DBｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
DB設定内容の確認
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■各種データベース設定内容確認の⼀覧
項⽬ 内容

最⼤回線設定 設置した最⼤回線数を確認できます。
防排煙復帰回線 防排煙回線が防排煙復帰回線に設定されているか確認できます。
設備区分（L/DA） 回線ごとの設備区分が確認できます。

⾳響／⾳声

受信機の音響・音声設定が確認できます。
・諸警報回線、防排煙回線、消火栓始動応答入力の作動音響・音声の有無
・火災回線、防排煙回線の蓄積音響の有無
・ガスもれ回線の遅延音響の有無

P-AT回線設定 回線ごとの伝送方式（進PⅣまたは進P/進PⅡ/進PⅢ）を確認できます。
終端設定 回線ごとの終端設定（終端抵抗/終端器/終端感知器）を確認できます。
空き回線 「断線・短絡」の監視を停止している回線（空き回線）を確認できます。
OPスイッチ⽤途 「OP（オプション）」スイッチ1〜21に設定した⽤途の確認ができます。
連動設定 付属設備の各種連動設定の確認ができます。

表⽰機設定

地区窓式表示機やメッセージ表示機の設定が確認できます。
・地区窓式表示機 ︰�回線ごとの表示機音響出力有無や出力端子、部屋番号表示

機の通信設定
・メッセージ表示機︰回線ごとの出力有無や通信設定

遮断スイッチ 移報先の遮断スイッチ番号設定の確認ができます。
逐次／拡大鳴動時間 地区⾳響の逐次鳴動時間および拡⼤警報時間の確認ができます。
蓄積解除回線設定 ⽕災・防排煙回路（L）の蓄積機能の確認ができます。
遅延解除回線設定 ガスもれ回路（GL）の遅延解除機能の確認ができます。
回線・端末文字情報 受信機で扱う各種⽂字情報の確認ができます。

P-ATオプションメッセージ 任意のP-AT感知器に設定したオプションメッセージ（感知器設置場所情報）を
表⽰します。

防排煙順次起動 同時制御回線数、応答故障時間、回線設定の確認ができます。
防排煙一括起動 防排煙回線が一括起動に設定されているか確認できます。
自動試験日時 ⾃動試験の開始⽇時の確認ができます。
HOST設定 本機と外部通信機（HOST）との通信速度の確認ができます。
非常放送終端器EB± ⾮常放送回路の断線・短絡監視設定を確認できます。
スイッチ操作⾳ 各スイッチを押したときのスイッチ操作音の有無を確認できます。
諸警報保持 諸警報回線の回線ごとの保持・非保持設定を確認できます。
ガスもれ保持 ガスもれ回線の回線ごとの保持・非保持設定を確認できます。
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■ データベース設定をSDカードにアップロードするには

1	 『データベース設定の確認』(p.125)の操作2までを行います。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して「DBアップロード」を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

3	 「実⾏」スイッチを押します。アップロード完了画⾯が表⽰されたら 
アップロード完了です

・	 SDカードを別途⽤意し、本機へ取り付けていただく必要があります。取り付け⽅法は、『■ SD
カードの取り付け・取り外し⽅法』(p.130)を参照してください。また、SDカードの取り扱いにつ
いては、『12.SDカードの取り扱いについて』(p.130)を参照してください。

・	アップロードに失敗した場合、下の画⾯が表⽰されます。SDカードの接続等を確認し、再度 
アップロードしてください。 

 
 
 
 
 
 

DB設定確認

DBｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
DB設定内容の確認

操作

DBｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
受信機からSDｶｰﾄ べDB

をｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞします。
［実行］で開始

DBｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞが完了しまし
た。

DBｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ
ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞに失敗しまし
た。
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11	トレサビデータ取得

P-AT感知器の「製造⽇や製番」（トレサビデータ）の取得と、SDカードへ保存することができます。

・	トレサビデータの内、製番を取得できる感知器は、進PⅣ感知器です。

・	日曜日午前0時に全対象感知器のトレサビデータを自動で収集します。なお、収集時間は感知器
数や回線数で変動し、最大2時間程度かかります。

・	自動収集中に受信機を操作した場合や、火災や異常などの警報が発生した場合、自動収集を 
中止し、翌週日曜日午前0時に再度実施します。

・	 SDカードへ保存する際は、トレサビデータを事前に取得する必要があります。

■ ⼿動で感知器トレサビデータを取得するには

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチを
押して［7.詳細メニュー］を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して［7.トレサビデータ取得］を選択し、「設定
/確認」スイッチを押します。

3	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して	[トレサビデータ取得]を選択し、「設定/	
確認」スイッチを押します。

4	 「△（上）」「▽（下）」「◁（左）」「▷（右）」	スイッチを押して、回線やアドレスを選択し、
「実行」スイッチを押します。

情報取得が完了します。

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[OFF]
7. 詳細メニュー

00:00

操作

詳細メニュー

8. 説明書 (二次元ｺｰﾄﾞ)
7. トレサビデータ取得

トレサビデータ取得

SDカードへ保存
トレサビデータ取得

トレサビデータ取得
回 線　 アドレス

０１００１

[ 実行 ]で取得開始



 11 	 トレサビデータ取得

129

■ SDカードへ保存するには

1	 『■ ⼿動で感知器トレサビデータを取得するには』(p.128)の操作2までを行い
ます。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して［SDカードへ保存］を選択し、「設定/確認」	
スイッチを押します。

3	 「実⾏」スイッチを押します。SDカードに取得したトレサビデータが保
存されます。

・	 �SDカードを別途⽤意し、本機へ取り付けていただく必要があります。取り付け⽅法は、『■ SD
カードの取り付け・取り外し⽅法』(p.130)を参照してください。また、SDカードの取り扱いにつ
いては、『12.SDカードの取り扱いについて』(p.130)を参照してください。

・	 �保存に失敗した場合、下の画面が表示されます。SDカードの接続等を確認し、再度保存操作を
行ってください。

・	トレサビデータが未収集の状態でSDカード保存を実行すると[保存するトレサビがありません]
が表示されます。

トレサビデータ取得

SDカードへ保存
トレサビデータ取得

操作

SDカードへ保存
トレサビをSDカードに
保存します。
［実行］で保存

SDカードへ保存

保存が完了しました。

SDカードへ保存

保存に失敗しました。
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12	 SDカードの取り扱いについて

SDカードの取り扱い方法について説明します。
なお、出荷状態では、SDカードは取り付けられていません（別手配）。
SDカードを使用して、『履歴リストの保存方法』(p.115)や『■ データベース設定をSDカードにアップ
ロードするには』(p.127)にてデータの書込みまたは読込みできます。

・	 SDカードは、弊社指定品をご使用ください。 
弊社指定品以外をご使用されると、正常に動作しない場合があります。

・	 SDカードは、高温・直射日光・多湿を避けて下さい。また、曲げたり、強い力やショックを加
えたり、落下させたりしないようにしてください。故障の原因になります。

・	 SDカードのアクセス中は、「アクセス中灯」が 
点灯/点滅します。SDカードと基板上のメモリ 
間でデータを転送していますので、決してSD 
カードを取り外さないでください。データの 
破損や故障の原因になります。

・	 SDカード取り付け時は、取り付け向きに注意 
してください。データの破損や故障の原因に 
なります。

■ SDカードの取り付け・取り外し⽅法
下図はFCSJ40LTタイプの場合の例です。

1	 ⼯具を使い、ドライバー錠を90度左に回
します。

2	 本機の扉を開けます。

3	 本機(扉裏面)に取り付けられた基板上部
のSDカード挿入口へSDカードを挿入し、
カチッと音が鳴るまで押し込みます。

また、再度カチッと音が鳴るまで押し込む
ことで取り外すことができます。

注意

強制・指示

予備電源

試　　験

交流電源
予備電源

検知器用電源

異　　常

ドライバー錠

操作

扉裏面

SDカード挿入口
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13	プリンタの取り扱いについて

ここでは、プリンタの取り扱い方法について説明しています。
本機に備え付けられたプリンタは、火災警報時やガスもれ警報時の他、異常時や受信機操作時、各種試
験実施時などに印字記録を残します。
168時間（7日間）に1回実施される自動試験の結果は、プリンタでも確認できます。

プリンタの前面パネルを開けたままにしないでください。

ぶつかってけがをするおそれがあります。

前面パネルがロックされていることを確認してください。

ロックが不完全な場合、振動などで開くおそれがあります。

プリンタを取り扱う上での注意事項

・	プリンタ用紙がない状態で印字をしないでください。

・	鉄粉、ごみ、ほこりの多い場所での使用および保管は避けてください。

・	長時間の使用で、紙ケバなどが付着していると誤作動や紙づまりの原因になります。定期的
に清掃を行ってください。

・	プリンタ用紙は、指定のものをご使用ください。なお、プリンタ用紙はロール芯に紙がのり
付けされていないものを使用してください。

・	プリンタ用紙切れや異常が発生した場合は、異常警報が発せられます。 
異常警報については、『異常警報一覧』(p.49)を参照してください。

・	保守点検時にプリンタを停止させる場合は、『履歴リストを印字するには』(p.98)のPoint内
『印字の中止について』(p.99)を参照してください。

警告

強制・指示

禁止

Caution
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紙送りの方法
印字されたロール紙を切る場合などに紙送りします。
紙送りの方法は、以下のとおりです。

1	 プリンタ部の「FEED」スイッチを押します。

紙送りされます。

前面パネルの開閉方法
前面パネルの開閉方法は、以下のとおりです。

■ 前面パネルを開ける場合

1	 左上にある「OPEN」部分を上げます。

ロックが解除され、前面パネルが手前に開
きます。

■ 前面パネルを閉じる場合

1	 前面パネルを「カチッ」と音がするまで閉
じます。

操作

FEED

OPEN

前面パネル

操作

操作

FEED

OPEN
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プリンタ用紙の交換方法
プリンタ用紙の交換方法は、以下のとおりです。

1	 スイッチ操作部の「プリンタ停止」スイッチ
を押します。

印字停止状態になります。

2	 前面パネルを開きます。

3	 プリンタ用紙（ロール紙）を、前面パネル
の内側に記載してある「ペーパーセット
方法」に従ってセットし、プリンタ用紙を
20cm ほど送ります。

4	 前面パネルを閉じます。

5	 スイッチ操作部の「プリンタ停止」スイッチ
を再度押します。

印字停止状態が解除されます。

プリンタの仕様
プリンタの仕様は、以下のとおりです。

項目 仕様／機能
種別 プリンタ
構造 パネル取り付け型
主電源 DC5V
消費電力 約0.2VA（静止時）／約3VA（作動時）
印字方式 ラインサーマル方式

印字文字 ・　種類 半角英数カナ文字、JIS第1　・　第2水準漢字
印字桁数 20桁
印字速度 毎秒2桁以上
印字色 黒
時刻印字 年 ・ 月　・　日　・　時　・　分

使用温度範囲 0 ～ 40 ℃
外形寸法（W × H × D） 112 × 135 × 53mm

使用ロール紙 純正用紙（NP-580）

操作
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14	説明書（⼆次元コード）

本機製品情報が記載されたWebページへご案内する二次元コードを表⽰します。
スマートフォンのカメラ機能・二次元コード読み取りアプリ等で読み取り、ご覧いただけます。

1	 メニューから「△（上）」「▽（下）」スイッチを
押して［7.詳細メニュー］を選択し、「設定/
確認」スイッチを押します。

2	 「△（上）」「▽（下）」スイッチを押して	［8.説明書（⼆次元コード）］を選択し、	
「設定/確認」スイッチを押します。

画⾯に二次元コードが表⽰されます。

二次元コード表示画面から「戻る」スイッチ
を押すと詳細メニューに戻ります。

操作

メニュー

8. 施工点検ﾓｰﾄﾞ[OFF]
7. 詳細メニュー

00:00

詳細メニュー

8. 説明書 (二次元ｺｰﾄﾞ)
7. トレサビデータ取得
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15	電話の取り扱いについて

ここでは、電話の取り扱い方法について説明します。
発信機または表示機から電話の呼び出しを受けると、本機は「プルルル 電話です」と電話呼び出し音響
が鳴り、「電話」灯が点滅します。

1	 受話器のプラグを本機の電話ジャックに	
差し込みます。

電話呼び出し音響が停止し、「電話」灯が点
灯します。
通話ができます。

・	電話の呼び出しを受けていない場合に、受話器のプラグを電話ジャックに差し込むと、「電話」灯
が点滅します。その状態で発信機または表示機から呼び出しを受けると、「プルルル」と電話呼び
出し音響が1回鳴り、「電話」灯が点灯し、通話ができます。

・	受話器はスイッチカバーに引っかけることができます。

 

検知器用電源

引っかけ口

受話器引っかけ用突起

受話器

プラグ

電話ジャック

操作
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16	操作無効機能

操作無効機能とは、盤面上の「メニュー（保守）」スイッチを除くすべてのスイッチの盤面操作を無効に 
する機能です。

操作無効機能は、以下の状態では設定できません。 
●	火災・連動用感知器の作動時（蓄積機能の作動を含む） 
●	ガスもれ検知器の作動時（ガスもれ遅延機能の作動を含む） 
●	メニューの各項目を確認・操作している場合 
●	以下の状態以外の要因でスイッチ注意灯が点滅している状態 
	 ・ 各種遮断スイッチのオン 
	 ・ 各種保守音響停止状態（保守音響停止、保守異常音響停止、保守地区音響停止）

操作無効機能を設定するには
操作無効機能を設定する場合は、以下のように操作してください。

1	 「メニュー（保守）」スイッチを押します。「メニュー(保守)」灯が点灯します。

2	 「設定/確認」スイッチを5秒間押します。LCD画面に[操作無効モード]と表示され、
操作無効状態となり、「操作無効」灯が点滅
します。

操作無効機能を解除するには
操作無効機能を解除する場合は、以下のように操作してください。

1	 「メニュー（保守）」スイッチを押します。「メニュー(保守)」スイッチ灯が点灯します。

2	 「設定/確認」スイッチを押します（5秒間押す必要はありません）。

操作無効機能が解除され、「操作無効」灯
が消灯します。

操作無効状態中であっても、以下の場合には操作無効機能は自動的に解除され、すべての 
スイッチ操作ができるようになります。 
●火災警報時 ●ガスもれ警報時 ●端末作動時 ●予備電源作動時
●消火栓作動時 ●異常時 ●連動用感知器作動時 ●諸警報時
なお、蓄積時、遅延時、電話呼び出し時、およびデータベース設定にて音響/音声無しに設定さ
れている回線が動作したときには、操作無効機能は解除されません。

約5秒間
2

1

操作

2

1

操作

Caution
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17	仕様

■Ｐ型１級火災受信機
種　別 Ｐ型１級火災受信機 (蓄積式及び自動試験機能付 )

型　名 FAPJ106S-B1-30～ 60L / LT / LP / LPT

プリンタ接続 P付の場合︰可（P付でない場合はメンテプリンタを接続可※1）

メッセージ表示機接続 可

オプションメッセージ�  
表示機能 あり

回線数 ３０，４０，５０，６０

構　造 露出、壁掛型

国検型式番号 受第２０２３～１4号

ＣＵＤ認証 カラーユニバーサルデザイン機構２０２３年基準に適合

主電源 ＡＣ１００Ｖ±１０％，５０／６０Ｈｚ

予備電源
密閉形ニッケル・カドミウム蓄電池内蔵、トリクル充電方式

ＤＣ２４Ｖ　１．２Ａｈ（3０,４０Ｌ）、ＤＣ２４Ｖ　１．６５Ａｈ（５０，６０Ｌ）

回路電圧

・感知器、表示機 ＤＣ２４Ｖ（定電圧電源）
・蓄電池充電回路　ＤＣ４８Ｖ（半波整流電源）
・地区音響 ＤＣ２４Ｖ（全波整流電源）
・表示灯回路 ＡＣ２４Ｖ
・マイコン、ＩＣ、表示回路 ＤＣ５Ｖ、ＤＣ３.３Ｖ（定電圧電源）

消費電力 ・警戒時︰約４０ＶＡ
・作動時︰最大約１００ＶＡ（3０～５０Ｌ）、最大約２１０ＶＡ（６０Ｌ）�

感知器・発信機
接続機種

Ｐ－ＡＴ感知器(光電１種、光電２種、光電３種、光電2･3種(２信号)、差動２種、定温特種、定温１種、炎)、
一般型感知器(差動、定温、炎、光電、光電分離、イオン)、一般型発信機

接
続
機
器
個
数

回線ごとの
P-AT感知器数
および
終端機器

・�30個（通番）、終端抵抗１０ｋΩ、1/2Ｗ�  
（炎感知器は２０個、光電2･3種（２信号）は８個、その他進Ｐ／Ⅱ／Ⅲ／Ⅳシリーズ感知器は３０個）
・�60個（通番）、終端感知器（アドレス６０番に設定）�  
（炎感知器は２０個、その他進ＰⅢ／Ⅳシリーズ感知器は６０個、進Ｐ／Ⅱ感知器は接続不可）
・�59個（通番）、アドレス付終端器（アドレス６０番固定）�  
（炎感知器は２０個、その他進ＰⅢ／Ⅳシリーズ感知器は５９個、進Ｐ／Ⅱ感知器は接続不可）

受信機の�  
P-AT感知器数

・３０個×回線数（終端抵抗時）
・５９個×回線数（アドレス付終端器時）
・６０個×回線数（終端感知器時）

地区音響装置 ＤＣ24Ｖ、10ｍＡ︰45個（30～50Ｌ）、60個（60Ｌ）

表示灯 14個（30Ｖ、２Ｗランプ）、40個（24Ｖ、21ｍＡ ＬＥＤ）、56個（24Ｖ、15ｍＡ ＬＥＤ）

表示機
・メッセージ表示機︰31台※2

・P型1級表示機    ︰�4台（表示機移報（In、B＋）はなし。移報接点Fn（標準２５点※3＋オプション点数（Ｔ
付）※4）または、Ｐ型インターフェイス盤で対応）

公称蓄積時間 ６０秒（熱感知器︰１０秒、煙感知器︰６０秒）
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主音響装置 音声警報、後続再鳴動方式

試験・点検機能

火災試験             ︰�1回線ごとに手動で火災表示・警報・連動機能を試験�  
（P-AT感知器はアドレス指定可(火災手動試験)）

総合試験             ︰盤面表示灯の全点灯および、1回線から順次火災受信回路を試験
予備電源試験       ︰予備電源電圧を試験
自動試験             ︰�P-AT感知器の火災検出機能試験および、予備電源試験を１週間に１回�  

自動的に実施
定期受信回路試験 ︰定期的（自動試験後）に火災受信回路を試験
試験復旧　   　    ︰火災受信回路の自己保持解除
自動復旧　   　    ︰感知器発報後、約８秒後に自動復旧

ＬＣＤ表示
グラフィック液晶（2.4型） 

火災・端末装置表示、異常表示、メニュー表示 
英数・記号・カタカナ（半角全角）、ひらがな、JIS 第１・第 2 水準漢字

履歴リスト 全履歴　　　︰２０，０００件
自動試験履歴︰３０，０００件

環境条件 使用温度範囲：０℃～４０℃、使用湿度範囲：２０%～８５％（結露無きこと）

外部配線抵抗・容量 往復50Ω以下、線間容量0.5μF以下

外　形 (mm) Ｗ５３０ × Ｈ７００ × Ｄ１２５

主　材 鋼板 ｔ１．６(本体)、ｔ１．２(扉)

仕　上 焼付塗装：ノーミホワイト（ＮＷ）（マンセルＮ８．７半ツヤ近似色）

質　量 約２２㎏（３０、４０Ｌ）、約２５㎏（５０、６０Ｌ）

付属品 工事用予備品、かんたんガイド、蓄電池、送受話器、予備品箱、施工説明書、データベース設定説明書

※1︰�P付でない場合、プリンタ停止スイッチがありません。そのため、メンテプリンタの印字を停止で
きません。

※2︰�メッセージ表示機と部屋番号表示機の併用はできません。いずれかのみが接続可能です。
※３︰�標準移報接点うち20点（F6～25）を5回線コモン単位のジャンパーピン設定により、地区音響

有電圧出力または無電圧a接点に選択します。なお、オプション移報用のROU-106基板およ
び、Ｐ型インターフェイス盤に内蔵するSOU-104基板は地区音響有電圧出力にはできません

（無電圧a接点専用）。
※4︰Ｔ＝移報増設（ROU-106基板付）30,40Ｌ＝40点、50,60Ｌ＝20点
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■Ｐ型１級複合火災受信機
種　別 Ｐ型１級複合火災受信機 (蓄積式及び自動試験機能付 )

型　名
FCSJ106S-B1-30,40L / LT / LP / LPT
FCSJ106S-B21-50,60L / LT / LP / LPT
FCSJ106S-B34-70～ 100L / LT / LP / LPT

FCSJ106S-B1-10～ 40LM
FCSJ106S-B21-50,60LM
FCSJ106S-B34-70,100LM

プリンタ接続 P付の場合：可（P付でない場合はメンテプリンタを接続可※1）

メッセージ表示機接続 可

オプションメッセージ�  
表示機能 あり

回線数 ３０，４０，５０，６０，７０，８０，９０，１００ 10,15,20,３０，４０，５０，６０，７０，１００

構　造 Ｂ１,Ｂ２１,Ｂ３４：露出、壁掛型　Ｊ３Ａ：自立型

国検型式番号 受第２０２３～１4号

自主評定マーク�  
使用許可番号 A-23-4

ＣＵＤ認証 カラーユニバーサルデザイン機構２０２３年基準に適合

主電源 ＡＣ１００Ｖ±１０％，５０／６０Ｈｚ

予備電源
密閉形ニッケル・カドミウム蓄電池内蔵、トリクル充電方式

ＤＣ２４Ｖ　３．５Ａｈ（10～30Ｌ）、ＤＣ２４Ｖ　４Ａｈ（40,50Ｌ）、ＤＣ２４Ｖ　６Ａｈ（60～100Ｌ）

回路電圧

・感知器、表示機 ＤＣ２４Ｖ（定電圧電源）
・蓄電池充電回路　ＤＣ４８Ｖ（半波整流電源）
・�地区音響、自動閉鎖装置 ＤＣ２４Ｖ（全波整流電源）
・表示灯回路 ＡＣ２４Ｖ
・マイコン、ＩＣ、表示回路 ＤＣ５Ｖ、ＤＣ３.３Ｖ（定電圧電源）

消費電力 ・警戒時︰約６０ＶＡ
・作動時︰約２１０ＶＡ

感知器・発信機
接続機種

Ｐ－ＡＴ感知器(光電１種、光電２種、光電３種、光電2･3種(２信号)、差動２種、定温特種、定温１種、炎)、 
一般型感知器(差動、定温、炎、光電、光電分離、イオン)、一般型発信機

接
続
機
器
個
数

回線ごとの
P-AT感知器数
および
終端機器

・�30個（通番）、終端抵抗１０ｋΩ、1/2Ｗ�  
（炎感知器は２０個、光電2･3種（２信号）は８個、その他進Ｐ／Ⅱ／Ⅲ／Ⅳシリーズ感知器は３０個）
・�60個（通番）、終端感知器（アドレス６０番に設定）�  
（炎感知器は２０個、その他進ＰⅢ／Ⅳシリーズ感知器は６０個、進Ｐ／Ⅱ感知器は接続不可）
・�59個（通番）、アドレス付終端器（アドレス６０番固定）�  
（炎感知器は２０個、その他進ＰⅢ／Ⅳシリーズ感知器は５９個、進Ｐ／Ⅱ感知器は接続不可）

受信機の�  
P-AT感知器数

・３０個×回線数（終端抵抗時）
・５９個×回線数（アドレス付終端器時）
・６０個×回線数（終端感知器時）
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接
続
機
器
個
数

地区音響装置 ＤＣ24Ｖ、10ｍＡ︰45個（10～50Ｌ）、60個（60～100Ｌ）

表示灯 14個（30Ｖ、２Ｗランプ）、40個（24Ｖ、21ｍＡ ＬＥＤ）、56個（24Ｖ、15ｍＡ ＬＥＤ）

表示機

・メッセージ表示機︰31台※2

・P型1級表示機    ︰�4台（表示機移報（In、B＋）は
なし。移報接点Fn（標準２５
点※3＋オプション点数（Ｔ付）
※4）または、Ｐ型インターフェ
イス盤で対応）

・メッセージ表示機︰31台※2

・P型1級表示機    ︰�4台（表示機移報（In、B＋）は
なし。移報接点Fn（標準２５
点※3または、Ｐ型インター
フェイス盤で対応）

防排煙回路極性 プラスコモン マイナスコモン

防排煙回線数 ５（10L）、１０（15、20L）、２０（30、40L）、３０（50、60L）、４０（70、80L）、５０（90、100L）

防排煙電源 ２Ａ※5

常時通電灯電源 １５０ｍＡ※5

公称蓄積時間 ６０秒（熱感知器︰１０秒、煙感知器︰６０秒）

主音響装置 音声警報、後続再鳴動方式

試験・点検機能

火災試験             ︰�1回線ごとに手動で火災表示・警報・連動機能を試験�  
（P-AT感知器はアドレス指定可(火災手動試験)）

総合試験             ︰盤面表示灯の全点灯および、1回線から順次火災受信回路を試験
予備電源試験       ︰予備電源電圧を試験
自動試験             ︰�P-AT感知器の火災検出機能試験および、予備電源試験を１週間に１回�  

自動的に実施
定期受信回路試験 ︰定期的（自動試験後）に火災受信回路を試験
試験復旧　   　    ︰火災受信回路の自己保持解除
自動復旧　   　    ︰感知器発報後、約８秒後に自動復旧

ＬＣＤ表示
グラフィック液晶（2.4型） 

火災・端末装置表示、異常表示、メニュー表示 
英数・記号・カタカナ（半角全角）、ひらがな、JIS 第１・第 2 水準漢字

履歴リスト 全履歴　　　︰２０，０００件
自動試験履歴︰３０，０００件

環境条件 使用温度範囲：０℃～４０℃、使用湿度範囲：２０%～８５％（結露無きこと）

外部配線抵抗・容量 往復50Ω以下、線間容量0.5μF以下

外　形 (mm)

W530 × H700 × D125（10～40L）、
W530 × H850 × D150（50～60L）、

W530 × H1000 × D160((B34)70～100L）、
W600 × H2000 × D300((J3A)70,100L)

主　材 露出、壁掛型︰鋼板 ｔ１．６(本体)、ｔ１．２(扉)
自立型︰鋼板 ｔ１．６(本体、扉)

仕　上 焼付塗装：ノーミホワイト（ＮＷ）（マンセルＮ８．７半ツヤ近似色）
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質　量 約24㎏（１０～２０Ｌ）、約27㎏（３０、４０Ｌ）、
約32㎏（50、60Ｌ）、約37㎏（(B34)70～100Ｌ）、約83kg（(J3A)70、100L）

付属品 工事用予備品、かんたんガイド、蓄電池、送受話器、予備品箱、施工説明書、データベース設定説明書

※1︰�P付でない場合、プリンタ停止スイッチがありません。そのため、メンテプリンタの印字を停止で
きません。

※2︰�メッセージ表示機と部屋番号表示機の併用はできません。いずれかのみが接続可能です。
※3︰�標準移報接点うち20点（F6～25）を5回線コモン単位のジャンパーピン設定により、地区音響 

有電圧出力または無電圧a接点に選択します。なお、オプション移報用のROU-106基板および、 
Ｐ型インターフェイス盤に内蔵するSOU-104基板は地区音響有電圧出力にはできません（無電圧
a接点専用）。

※4︰Ｔ＝移報増設（ROU-106基板付）30,40Ｌ＝40点、50,60Ｌ＝20点
※5︰�常時通電灯の電源容量を増やしたい場合、防排煙電源を150mA減らすことで、15mA増や 

せます。
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